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残
念
な
が
ら
入
賞
は
な
り
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
規
律
正
し
く
機
敏

な
動
作
は
称
賛
の
的
に
な
っ
て
い

ま
し
た
。
出
場
し
た
団
員
は
次
の

通
り
で
す
。
敬
称
略
。

【
第
１
分
団
第
１
部
】
▽
指
揮
者　

名
嘉
眞　

勉
▽
１
番
員　

髙
松　

秀
行
▽
２
番
員　

甲
斐
原　

卓
也

▽
３
番
員　

武
田　

昴
大
▽
補
員　

髙
松　

英
太
朗

【
第
１
分
団
第
２
部
】
▽
指
揮
者　

本
田　

智
大
▽
１
番
員　

松
永　

浩
典
▽
２
番
員　

田
上　

潤
▽
３

番
員　

上
野　

幸
成
▽
補
員　

本

田　

裕
二

　

夏
休
み
中
の
８
月
、
平
成
26
年

度
の
第
１
、
２
回
嘉
島
町
小
・
中

学
校
教
員
研
修
が
町
民
会
館
で
開

か
れ
、
約
50
人
の
先
生
が
、
校
内

研
究
の
発
表
を
聞
き
、
学
力
向
上

の
取
り
組
み
を
協
議
、
特
別
支
援

教
育
を
教
育
活
動
に
活
か
す
方
法

な
ど
を
学
び
ま
し
た
。

　

工
藤
教
育
長
は
「
授
業
は
、
何

を
教
え
た
か
で
は
な
く
、
子
ど
も

た
ち
が
何
を
得
た
か
が
問
わ
れ
ま

す
。
何
を
ど
う
し
た
ら
い
い
の
か
、

研
修
で
学
び
考
え
て
ほ
し
い
」
と

呼
び
か
け
ま
し
た
。

【
第
１
回
・
８
月
４
日
】

　

発
表
さ
れ
た
校
内
研
究
の
テ
ー

マ
は
、
東
小
「
互
い
に
学
び
合
う

国
語
の
授
業
の
創
造
」。
西
小
「
子

ど
も
一
人
一
人
の
読
む
力
を
は
ぐ

く
む
国
語
科
学
習
の
創
造
」。
嘉

島
中
「
豊
か
な
心
を
は
ぐ
く
む
道

徳
教
育
の
充
実
」。

　

第
30
回
熊
本
県
消
防
操
法
大
会

は
８
月
３
日
、
人
吉
ス
ポ
ー
ツ
パ

レ
ス
駐
車
場
で
開
催
。
７
月
の
郡

大
会
小
型
ポ
ン
プ
の
部
で
優
勝
し

た
嘉
島
町
消
防
団
第
１
分
団
第
２

部
（
下
六
嘉
）
と
、
準
優
勝
の
同

分
団
第
１
部
（
井
寺
）
が
出
場
し

ま
し
た
。

　

蒸
し
暑
く
、
時
折
雨
の
降
る
中

で
の
競
技
で
し
た
が
、
選
手
は
県

大
会
の
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を
も
の
と

も
せ
ず
、
日
頃
の
訓
練
で
培
っ
た

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
と
技
術
の
正
確
さ
、

速
さ
を
十
分
に
発
揮
、
会
場
か
ら

大
き
な
拍
手
を
浴
び
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
後
、「
学
力
向
上
」
を
キ
ー

ワ
ー
ド
に
３
つ
の
分
科
会
で
「
基

礎
学
力
の
定
着
や
学
習
習
慣
の
手

立
て
」「
思
考
力
・
判
断
力
・
表

現
力
を
高
め
る
言
語
活
動
の
工

夫
」「
授
業
に
お
け
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活

用
」
を
テ
ー
マ
に
協
議
し
ま
し
た
。

【
第
２
回
・
８
月
22
日
】

　

八
代
支
援
学
校
の
髙
橋
佳
奈
子

先
生
が
「
教
育
活
動
に
活
か
す
特

別
支
援
教
育
の
視
点
」
と
題
し
て

講
演
。
自
身
の
経
験
や
行
動
分
析
、

ソ
ー
シ
ャ
ル
ス
ト
ー
リ
ー
、
コ
ミ

ッ
ク
会
話
な
ど
の
手
法
を
紹
介
し

な
が
ら
、「
肯
定
的
で
確
実
に
で

き
る
よ
う
な
目
標
を
選
び
、
で
き

た
ら
ほ
め
る
。
成
功
体
験
を
重
ね

る
こ
と
で
、
正
し
い
行
動
が
定
着

し
ま
す
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、
一
つ

の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
も
と
に
４
コ
マ

漫
画
を
描
き
な
が
ら
、
子
ど
も
に

考
え
さ
せ
判
断
力
を
引
き
出
す
コ

ミ
ッ
ク
会
話
を
実
践
。
先
生
た
ち

は
、
ど
ん
な
４
コ
マ
を
描
き
子
ど

も
に
ど
う
話
す
か
を
熱
心
に
話
し

合
い
ま
し
た
。

第 1 分団第１部

第 1 分団第 2 部

県
消
防
操
法
大
会

　

嘉
島
町
消
防
団　

雨
中
の
健
闘

第
１
分
団
第
１
・
２
部
出
場

工藤教育長

校内研究の発表
髙橋先生

コ
ミ
ッ
ク
会
話

校
内
研
究
発
表
・
学
力
向
上
協
議

特
別
支
援
を
教
育
活
動
に
活
か
す

嘉
島
町
小
・
中
学
校
教
員
研
修
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嘉
島
東
・
西
小
学
校
と
嘉
島
中

学
校
の
児
童
・
生
徒
が
夏
休
み
中

の
８
月
、
町
内
の
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
で
介
護
の
仕
事
を
体
験
、

お
年
寄
り
と
交
流
し
ま
し
た
。

　

嘉
島
町
社
会
福
祉
協
議
会
が

７
・
８
月
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験

月
間
に
合
わ
せ
て
毎
年
実
施
し
て

い
る
ワ
ー
ク
キ
ャ
ン
プ
で
す
。
東

小
４
年
生
18
人
と
嘉
島
中
１
、
２

お
年
寄
り
に
笑
顔
で
話
し
か
け
て
握
手
す

る
嘉
島
中
生
（
康
寿
苑
）

年
生
10
人
は
北
甘
木
の
「
康
寿
苑
」

で
、
西
小
５
・
６
年
生
13
人
は
高

田
の
「
悠
優
か
し
ま
」
で
そ
れ
ぞ

れ
参
加
。
車
い
す
の
操
作
や
、
車

い
す
で
乗
り
降
り
す
る
リ
フ
ト
車

両
を
体
験
し
た
り
、
食
事
の
介
助

を
手
伝
っ
た
り
。
ジ
ュ
ー
ス
に
と

ろ
み
を
つ
け
て
飲
む
「
ス
ル
ー
キ

ン
グ
」
で
は
互
い
に
飲
ま
せ
合
っ

て
い
ま
し
た
。

　

康
寿
苑
で
は
、
東
小
の
児
童
た

ち
が
校
歌
を
披
露
、
一
緒
に
体
操

し
た
り
、
肩
を
も
ん
で
も
ら
っ
た

り
し
た
お
年
寄
り
は
大
喜
び
で
し

た
。
嘉
島
中
の
生
徒
た
ち
は
、
若

い
こ
ろ
マ
ラ
ソ
ン
を
し
て
い
た
と

い
う
明
治
44
年
生
ま
れ
で
１
０
３

歳
の
小
原
縫
子
さ
ん
と
出
会
い
、

今
に
も
走
り
出
し
そ
う
な
小
原
さ

ん
の
元
気
の
よ
さ
に
び
っ
く
り
し

て
い
ま
し
た
。
※
表
紙
参
照

　

悠
優
か
し
ま
で
は
、
西
小
の
児

童
と
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
お
年
寄
り

た
ち
が
一
緒
に
な
っ
て
ゲ
ー
ム
を

楽
し
み
、
児
童
は
認
知
症
の
ミ
ニ

講
義
も
受
け
ま
し
た
。

小
中
学
生
が
介
護
を
体
験

お
年
寄
り
と
施
設
で
交
流

嘉
島
町
社
協
ワ
ー
ク
キ
ャ
ン
プ

東
小
児
童
に
肩
を
も
ん
で
も
ら
っ
て
喜
ぶ

お
年
寄
り
（
康
寿
苑
）

に
ぎ
や
か
に
ゲ
ー
ム
を
楽
し
む
西
小
児
童

と
お
年
寄
り
（
悠
優
か
し
ま
）

　

嘉
島
中
学
校
は
本
年
度
か
ら
、

日
本
新
聞
協
会
の
実
践
指
定
校
と

し
て
、
教
育
に
新
聞
を
活
用
す
る

Ｎ
Ｉ
Ｅ
（
教
育
に
新
聞
を
）
活
動

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
那
須
裕

貴
先
生
が
７
月
31
日
か
ら
、
徳
島

市
で
開
か
れ
た
第
19
回
Ｎ
Ｉ
Ｅ
全

国
大
会
に
参
加
。
リ
ポ
ー
ト
を
寄

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

大
会
の
テ
ー
マ
は
、「
よ
き
紙

民
に
な
る
～
子
ど
も
に
意
欲
を
持

た
せ
る
Ｎ
Ｉ
Ｅ
活
動
」。

　

１
日
目
は
英
・
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー

ド
大
学
の
苅
谷
剛
彦
教
授
の
講
演
、

基
調
提
案
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
あ

り
ま
し
た
。

　

２
日
目
は
公
開
授
業
・
実
践
発

表
。
私
が
参
観
し
た
授
業
で
は
、

「
徳
島
の
未
来
を
考
え
よ
う
」
を

テ
ー
マ
に
中
学
３
年
生
約
１
６
０

人
が
議
員
役
と
な
っ
て
模
擬
県
議

会
を
開
い
て
い
ま
し
た
。
あ
ら
か

じ
め
新
聞
な
ど
を
通
し
て
徳
島
県

の
課
題
を
探
り
、
政
策
を
立
案
し
、

生
活
習
慣
病
の
予
防
策
や
南
海
ト

ラ
フ
巨
大
地
震
の
防
災
対
策
な
ど

に
つ
い
て
白
熱
し
た
議
論
を
し
て

い
ま
し
た
。

　

嘉
島
中
で
も
、
生
徒
た
ち
が

新
聞
に
親
し
む
活
動
を
通
し
て
、

日
々
の
生
活
や
地
域
、
そ
し
て
社

会
へ
と
目
を
向
け
ら
れ
る
よ
う
に

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

Ｎ
Ｉ
Ｅ(

教
育
に
新
聞
を)

全
国
大
会
参
加

「
新
聞
に
親
し
み
、
視
線
を
社
会
へ
」

嘉
島
中
・
那
須
先
生
リ
ポ
ー
ト

那須先生

模擬県議会で発表する徳島市の中学３年生
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嘉
島
町
教
育
委
員
会
は
夏
休
み

中
の
８
月
、
町
民
会
館
の
図
書
室

で
、
親
子
手
づ
く
り
体
験
教
室
を

３
回
に
わ
た
っ
て
開
催
。
あ
わ
せ

て
12
組
約
30
人
が
紙
の
プ
ロ
ペ
ラ

飛
行
機
や
ス
ト
ロ
ー
を
使
っ
た
笛

や
吹
き
矢
、
風
車
作
り
を
楽
し
み

ま
し
た
。
※
表
紙
参
照

　

町
民
会
館
が
今
春
開
館
、
図
書

室
も
新
し
く
な
っ
た
の
を
機
に
企

画
。
図
書
室
休
館
日
の
４
日
と
25

日
に
開
き
ま
し
た
。
指
導
は
、
教

委
指
導
主
事
の
佐
藤
先
生
。
大
学

生
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
た
ち
も
手
助

け
し
、
参
加
者
は
、
音
を
出
し
て

回
る
飛
行
機
や
、
勢
い
よ
く
飛
ぶ

ス
ト
ロ
ー
吹
き
矢
、
よ
く
回
る
ス

ト
ロ
ー
風
車
に
大
喜
び
で
し
た
。

　

学
童
保
育
あ
す
な
ろ
ク
ラ
ブ
の

児
童
が
８
月
22
日
、
北
甘
木
公
民

館
の
サ
ロ
ン
で
地
域
の
人
た
ち
と

紙
コ
ッ
プ
の
風
鈴
づ
く
り
で
交
流

し
ま
し
た
。

　

児
童
は
年
４
回
地
域
の
人
た
ち

と
交
流
。
児
童
１
人
と
サ
ロ
ン
の

２
人
の
３
人
で
一
緒
に
、
紙
コ
ッ

プ
に
折
り
紙
や
シ
ー
ル
を
貼
っ
た

り
、
マ
ジ
ッ
ク
で
絵
を
描
い
た
り

し
て
カ
ラ
フ
ル
な
風
鈴
を
作
り

ま
し
た
。
風
鈴
に
は
昆
虫
や
妖

怪
ウ
ォ
ッ
チ
の
絵
が
描
か
れ
た

り
、
折
り
紙
で
作
っ
た
動
物
や
花

が
貼
り
付
け
ら
れ
た
り
と
さ
ま
ざ

ま
。
ひ
も
で
吊
る
し
た
短
冊
に
サ

ロ
ン
の
人
の
名
前
を
書
い
て
プ
レ

学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
一
緒
に
ス
ト
ロ
ー

風
車
を
作
る
参
加
者

25
日
の
第
３
回
参
加
者

4
日
の
第
1
回
参
加
者

4
日
の
第
2
回
参
加
者

プロペラ飛行機、
ストロー吹き矢、
ストロー風車…

 飛んだ！ 回った！
　　町教委の親子手づくり体験教室

い
っ
し
ょ
に
風
鈴
づ
く
り

風
鈴
を
手
に
み
ん
な
で
笑
顔

ゼ
ン
ト
す
る
子
も
い
ま
し
た
。

　

会
場
に
は
「
チ
リ
ン
チ
リ
ン
」

と
涼
し
そ
う
な
風
鈴
の
音
色
が
響

い
て
い
ま
し
た
。

　

秋
に
は
味
噌
づ
く
り
体
験
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

紙
コ
ッ
プ
で
風
鈴
!!

あ
す
な
ろ
児
童
が
サ
ロ
ン
交
流



夏
 

　
休
み

広報かしま 2014.9

5

　

夏
休
み
中
の
７
月
26
日
、
東
海

大
松
前
記
念
館
（
上
島
）
は
、
昆

虫
採
集
と
標
本
の
作
り
方
を
教
え

る
教
室
を
開
催
。
町
内
外
の
親

子
約
50
人
が
チ
ョ
ウ
や
カ
ミ
キ
リ
、

セ
ミ
な
ど
を
捕
ま
え
て
標
本
を
作

り
ま
し
た
。
※
表
紙
参
照

　

同
館
が
開
館
し
た
１
９
８
８
年

か
ら
毎
年
開
催
。
東
海
大
農
学
部

の
村
田
浩
平
准
教
授
と
学
生
３
人

が
指
導
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、「
世
界
の
昆
虫
は

１
０
０
万
種
類
以
上
。
ク
ワ
ガ
タ

や
カ
ブ
ト
ム
シ
は
幼
虫
が
大
き
い

ほ
ど
大
き
く
な
る
」
な
ど
を
勉
強

し
た
後
、
近
く
の
上
島
四
所
神
社

に
移
動
。
虫
取
り
網
と
か
ご
を
手

に
境
内
に
散
ら
ば
っ
て
木
の
幹

や
茂
み
に
目
を
こ
ら
し
ま
し
た
。

30
分
足
ら
ず
の
間
に
捕
ま
え
た

　

親
子
で
紙
製
サ
ッ
カ
ー
ボ
ー
ル

の
貯
金
箱
を
作
る
教
室
が
８
月
、

町
民
会
館
で
開
か
れ
ま
し
た
。
小

学
生
と
祖
父
母
も
含
め
た
12
組
約

80
人
が
思
い
思
い
の
色
紙
や
マ

ジ
ッ
ク
を
使
っ
て
「
世
界
に
一
つ

だ
け
」
の
貯
金
箱
を
作
り
ま
し
た
。

　

熊
日
嘉
島
販
売
セ
ン
タ
ー
の
主

催
で
、
３
回
に
分
け
て
開
催
。
作

り
方
は
同
セ
ン
タ
ー
が
考
案
し
た

捕
え
た
虫
の
説
明
を
す
る
村
田
先
生
（
中
央
）

道
路
わ
き
で
採
集
す
る
参
加
者

親子で体験
昆虫採集・標本作り

捕った！ 作った！
東海大松前重義記念館　

笑
顔
で
話
し
な
が
ら
思
い
思
い
の
色
紙
を
張
る
参
加
者

オ
リ
ジ
ナ
ル
。
参
加
者
は
画
用
紙

の
型
紙
を
切
り
抜
い
て
サ
ッ
カ
ー

ボ
ー
ル
の
形
を
作
成
。
用
意
さ
れ

た
五
角
形
と
六
角
形
の
色
紙
を
好

き
な
よ
う
に
張
り
付
け
た
り
、
絵

を
描
い
た
り
し
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
保
護
者
や
祖
父

母
と
楽
し
そ
う
に
話
し
な
が
ら
作

業
を
進
め
、
出
来
上
が
っ
た
作
品

を
見
せ
合
っ
て
い
ま
し
た
。

で
き
た
！ 

世
界
で
一
つ
の

サ
ッ
カ
ー
ボ
ー
ル
貯
金
箱

熊
日
・
親
子
手
作
り
教
室

虫
は
、
キ
ト
ラ
カ
ミ
キ
リ
や
ア
オ

ス
ジ
ア
ゲ
ハ
、
ハ
グ
ロ
ト
ン
ボ
、

ク
マ
ゼ
ミ
、
ア
ブ
ラ
ゼ
ミ
な
ど
。

村
田
先
生
の
説
明
に
子
ど
も
た
ち

は
興
味
津
々
で
聞
き
入
り
、「
思

い
の
ほ
か
た
く
さ
ん
い
る
ん

で
す
ね
」
と
保
護
者
も
驚
い

て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
あ
と
記
念
館
で
、
捕

え
た
虫
の
標
本
作
り
。
い
つ

ど
こ
で
誰
が
と
っ
た
か
を
書

い
た
ラ
ベ
ル
を
必
ず
付
け
る

こ
と
や
、
ト
ン
ボ
の
し
っ
ぽ

に
イ
ネ
ワ
ラ
を
入
れ
て
伸
ば

す
方
法
な
ど
を
教
わ
り
、
親

子
い
っ
し
ょ
に
真
剣
な
表
情

で
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

村
田
先
生
の
昆
虫
教
室
や
ク

イ
ズ
も
楽
し
み
ま
し
た
。

説明する学生の手元に見入る子どもたち
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印
刷
業
の
㈱
ハ
タ
ノ
（
熊
本
市

上
熊
本
、
毛
利
吉
文
社
長
）
が
下

仲
間
に
本
社
・
工
場
を
移
転
す
る

こ
と
に
な
り
、
同
社
と
嘉
島
町
と

の
間
で
工
場
建
設
に
関
す
る
立
地

協
定
の
調
印
式
が
８
月
６
日
、
役

場
会
議
室
で
あ
り
ま
し
た
。

　

ハ
タ
ノ
は
昭
和
21
（
１
９
４
６
）

年
創
業
。
オ
フ
セ
ッ
ト
印
刷
に
よ

る
酒
や
し
ょ
う
ゆ
瓶
の
ラ
ベ
ル
印

刷
を
主
力
に
年
商
約
８
億
円
。
従

業
員
50
人
。
下
仲
間
の
㈱
ツ
ツ
ミ

の
事
業
所
南
側
に
位
置
す
る
約
７

６
５
０
平
方
㍍
の
用
地
に
、
床
面

積
３
３
６
０
平
方
㍍
の
工
場
を
12

月
か
ら
建
設
、
２
０
１
５
年
８
月

の
操
業
開
始
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

総
事
業
費
は
約
７
億
円
。

　

工
場
と
と
も
に
本
社
も
移
転
。

ビ
ニ
ー
ル
や
ゴ
ム
な
ど
に
印
刷
で

き
る
特
殊
な
「
シ
ル
ク
印
刷
」
に

よ
る
業
務
拡
大
を
図
っ
て
年
商
10

億
円
を
目
指
し
、
従
業
員

も
地
元
雇
用
を
主
に
さ
ら

に
増
や
し
た
い
と
し
て
い

ま
す
。

　

調
印
式
で
は
、
毛
利
社

長
と
荒
木
町
長
が
協
定
書

に
調
印
。
毛
利
社
長
は

「
社
員
募
集
で
町
に
も
協

力
、
社
も
発
展
す
る
方
向

で
連
携
し
て
い
き
た
い
」、

荒
木
町
長
は
「
嘉
島
町
を

選
ん
で
い
た
だ
き
、
あ
り

が
た
い
。
町
の
企
業
と
し

て
一
層
の
発
展
に
協
力
し

て
い
き
た
い
」
と
あ
い
さ

つ
し
ま
し
た
。

印
刷
業
の
ハ
タ
ノ

下
仲
間
に
工
場
建
設

嘉
島
町
と
立
地
協
定

ハ
タ
ノ
の
毛
利
社
長
（
右
）
と
握
手
す
る
荒
木
町
長

　

熊
本
南
工
業
団
地
（
井
寺
）
の
㈱
プ
レ
シ
ー
ド
（
松

本
修
一
社
長
）
が
製
造
販
売
し
て
い
る
県
産
品
活
用

の
「
あ
か
ね
グ
ラ
ノ
ラ
大
麦
プ
レ
ー
ン
」
が
こ
の
ほ
ど
、

県
物
産
協
会
平
成
26
年
度
優
良
新
商
品
表
彰
の
食
品
部

門
で
優
良
商
品
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

同
社
は
産
業
用
自
動
機
器
の
開
発
設
計
製
作
が
主
事

業
で
す
が
、「
一
般
消
費
者
と
向
き
合
い
た
い
」
と
昨

年
春
か
ら
食
品
生
産
に
着
手
。
社
長
夫
人
の
ア
イ
デ
ア

で
、
県
産
の
大
麦
を
使
っ
た
「
あ
か
ね
―
」
を
開
発
、

９
月
か
ら
販
売
を
始
め
ま
し
た
。

　

表
彰
は
毎
年
５
月
か
ら
の
１
年
間
に
新
発
売
さ
れ
た

県
産
品
が
対
象
。
本
年
度
の
食
品
部
門
は
45
点
か
ら
金

賞
１
点
と
優
良
商
品
５
点
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　
「
あ
か
ね
―
」
は
歯
ご
た
え
が
あ
っ
て
ほ
ん
の
り
甘

み
も
。
県
内
で
は
鶴
屋
百
貨
店
や
県
民
百
貨
店
で
販
売
。

同
社
は「
主
食
と
し
て
プ
レ
ー
ン
ヨ
ー
グ
ル
ト
や
ポ
タ
ー

ジ
ュ
で
食
べ
る
の
が
お
す
す
め
」
と
話
し
て
い
ま
す
。

　

嘉
島
町
農
村
女
性
グ
ル
ー
プ
連
絡
協
議
会
の
加
工
班

が
生
産
販
売
し
て
い
る
シ
フ
ォ
ン
ケ
ー
キ
「
水
の
郷
大

豆
シ
フ
ォ
ン
」
が
こ
の
ほ
ど
、
各
地
の
特
産
品
で
地
域

づ
く
り
に
貢
献
す
る
加
工
品
と
し
て
、
県
の
「
た
け
モ

ン
く
ま
モ
ン
う
ま
か
モ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
商
品
に
認

定
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
水
の
郷
―
」
は
、
嘉
島
産
の
大
豆
や
小
麦
、
新
鮮

な
有
精
卵
を
使
っ
た
「
し
っ
と
り
ふ
わ
ふ
わ
」
の
シ

フ
ォ
ン
ケ
ー
キ
。
大
豆
を
た
っ
ぷ
り
使
う
こ
と
で
「
健

康
と
美
容
に
も
う
れ
し
い
」
と
、
北
甘
木
の
Ｊ
Ａ
か
み

ま
し
き
直
売
所
「
と
れ
た
て
市
場
」
で
毎
週
土
、
日
曜

日
に
販
売
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
た
け
モ
ン
―
」
は
、
県
が
熊
本
の
お
い
し
い
農
林

水
産
物
を
原
材
料
に
し
た
加
工
品
を
首
都
圏
な
ど
に
売

り
込
も
う
と
、
昨
年
か
ら
始
め
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
。
今

年
は
「
水
の
郷
―
」
を
含
め
て
19
商
品
が
新
た
に
認
定

さ
れ
、
計
58
商
品
に
な
り
ま
し
た
。

プレシード（井寺）の 
「あかねグラノラ大麦プレーン」

県物産協会優良商品賞

町農村女性グループの 
「 水 の 郷 大 豆 シ フ ォ ン 」

県「たけモン―」認定
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60
歳
ご
ろ
か
ら
水
泳
を
始
め
、
県
民
体
育
祭

に
も
出
場
し
て
い
る
三
郎
無
田
の
前
田
義
弘
さ

ん
＝
67
歳
＝
が
７
月
、
年
代
別
で
競
う
全
国
大

会
「
ジ
ャ
パ
ン
マ
ス
タ
ー
ズ
２
０
１
４
」
に
初

出
場
、
男
子
１
０
０
㍍
自
由
形
（
65
～
69
歳
）

で
見
事
６
位
に
入
賞
し
ま
し
た
。

　

町
体
育
指
導
委
員
を
務
め
て
い
た
前
田
さ
ん

は
健
康
づ
く
り
の
た
め
に
水
泳
を
始
め
、
今
は

週
２
回
、
１
回
２
㌖
を
泳
い
で
い
ま
す
。
大
会

出
場
は
、
町
の
天
然
プ
ー
ル
で
幼
い
こ
ろ
一
緒

に
泳
い
で
い
た
、
五
輪
メ
ダ
リ
ス
ト
で
大
会
顧

問
を
務
め
る
竹
宇
治
（
旧
姓
田
中
）
聡
子
さ
ん

に
誘
わ
れ
た
の
が
き
っ
か
け
。

　

大
会
は
日
本
マ
ス
タ
ー
ズ
水
泳
協
会
主
催
。

７
月
18
～
20
日
、
横
浜
国
際
プ
ー
ル
で
開
催
。

前
田
さ
ん
は
男
子
50
㍍
自
由
形
と
同
１
０
０
㍍

自
由
形
の
タ
イ
ム
レ
ー
ス
に
出
場
、
50
㍍
は
31

秒
74
で
10
位
で
し
た
が
、
１
０
０
㍍
は
１
分
12

秒
35
で
６
位
で
し
た
。

　

目
標
タ
イ
ム
に
比
べ
る
と
、「
50
㍍
は
満
足
、

１
０
０
㍍
は
も
う
少
し
」
で
し
た
が
、
前
田
さ

ん
は
、「
楽
し
か
っ
た
。
機
会
が
あ
れ
ば
、
町

の
水
泳
仲
間
を
誘
っ
て
も
う
一
度
出
た
い
」
と

話
し
て
い
ま
し
た
。

　

嘉
島
西
少
年
野
球
ク
ラ
ブ
が
、

８
月
に
開
か
れ
た
第
11
回
Ｒ
Ｋ
Ｋ

旗
選
抜
学
童
軟
式
野
球
大
会
で
、

見
事
準
優
勝
に
輝
き
ま
し
た
。

　

８
月
２
日
開
幕
の
大
会
に
は
32

チ
ー
ム
が
出
場
。
初
戦
は
大
差
の

勝
利
で
し
た
が
、
２
回
戦
以
降
は

接
戦
を
勝
ち
抜
き
ま
し
た
。
水
前

寺
球
場
で
の
決
勝
戦
は
、
天
水
少

年
野
球
ク
ラ
ブ
（
玉
名
市
）
と
対

戦
。
序
盤
か
ら
リ
ー
ド
を
許
し
、

中
盤
に
追
い
上
げ
る
も
終
盤
に
突

き
放
さ
れ
、
念
願
の
県
大
会
タ
イ

ト
ル
奪
取
は
な
り
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
準
優
勝
の
好
成
績
に
大
き
な

拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

水泳年代別全国大会
ジャパンマスターズ６位入賞

三郎無田の前田義弘さん

　

第
21
回
全
国
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム

サ
ッ
カ
ー
選
手
権
熊
本
県
予
選
の

決
勝
は
７
月
20
日
、
県
民
総
合
運

動
公
園
で
行
わ
れ
、
嘉
島
サ
ッ

カ
ー
ク
ラ
ブ
が
２
対
０
で
勝
利
、

県
内
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
の
頂
点
に
立

ち
ま
し
た
。
昨
年
の
県
リ
ー
グ
初

制
覇
に
続
く
快
挙
で
す
。

　

初
戦
か
ら
無
失
点
で
勝
ち
上
が

り
、
準
決
勝
も
Ｐ
Ｋ
戦
な
が
ら
無

失
点
で
勝
利
。
決
勝
戦
で
は
同
じ

く
Ｐ
Ｋ
で
勝
ち
上
が
っ
た
Ｆ
Ｃ
Ｋ

マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
と
対
戦
し
ま
し

た
。
緊
迫
し
た
試
合
は
互
い
に
譲

ら
ず
延
長
戦
ま
で
も
つ
れ
込
み
ま

し
た
が
、
延
長
前
後
半
に
１
点
ず

つ
を
挙
げ
勝
利
、
全
試
合
を
無
失

点
で
制
し
ま
し
た
。

　

９
月
14
、
15
日
に
沖
縄
県
で
開

催
さ
れ
る
九
州
大
会
に
出
場
し
、

上
位
２
チ
ー
ム
に
与
え
ら
れ
る
全

国
大
会
（
11
月
、
東
京
都
）
出
場

を
目
指
し
ま
す
。

嘉 島 ク ラ ブ 制 覇

九州大会（沖縄）へ

クラブチームサッカー
選手権熊本県予選

　

嘉
島
西
小
男
子
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
チ
ー
ム
「
嘉
島
Ｍ
Ｂ

Ｃ
」
が
今
夏
の
熊
日
学
童
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
で
準
決
勝
に
進
出
、
見
事

３
位
に
輝
き
ま
し
た
。

　

72
チ
ー
ム
が
出
場
。
予
選
リ
ー

グ
で
大
津
、
黒
髪
に
勝
ち
、
決
勝

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
は
長
嶺
、
太
田
郷
、

人
吉
を
連
破
。
８
月
３
日
、
準
決

勝
で
熊
本
花
園
と
対
戦
し
ま
し
た

が
、
長
身
の
選
手
を
そ
ろ
え
た
相

手
の
「
高
さ
」
に
お
よ
ば
ず
、
39

―
46
で
惜
敗
し
ま
し
た
。

　

主
将
の
鳥
栖
健
汰
君
は
「
３
位

は
う
れ
し
か
っ
た
け
ど
、
11
月
の

県
大
会
で
リ
ベ
ン
ジ
し
た
い
」
と

話
し
て
い
ま
す
。

準
優
勝
！

嘉
島
西
少
年
野
球
ク

　
　
　
　

第
11
回
Ｒ
Ｋ
Ｋ
旗
選
抜

　
　
　
　

学
童
軟
式
野
球
大
会

西
小
「
嘉
島
Ｍ
Ｂ
Ｃ
」

熊
日
学
童
五
輪
３
位

男
子
ミ
ニ
バ
ス
ケ
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ビアレストランで初めての出会い

嘉
島
町
商
工
会
青
年
部
が
初
め
て

企
画
し
た
「
婚
活
パ
ー
テ
ィ
ー
」
が

８
月
24
日
、
サ
ン
ト
リ
ー
九
州
熊
本

工
場
で
開
か
れ
ま
し
た
。
す
て
き

な
出
会
い
を
求
め
て
、
男
女
各
22
名

（
男
性
は
町
内
在
住
か
町
内
勤
務
限

定
）
が
参
加
。
熱
く
甘
い
ド
ラ
マ
を

繰
り
広
げ
、
８
組
の
カ
ッ
プ
ル
が
誕

生
し
ま
し
た
。

参
加
者
は
緊
張
半
分
、
楽
し
み
半

分
の
様
子
。
ビ
ア
レ
ス
ト
ラ
ン
で
の

「
お
見
合
い
回
転
い
す
」
と
銘
打
っ

た
最
初
の
出
会
い
で
は
、
男
性
が
１

人
２
分
間
の
制
限
時
間
で
女
性
全
員

を
回
り
、
趣
味
や
特
技
を
聞
い
た
り
、

自
己
ア
ピ
ー
ル
し
た
り
積
極
的
に
ア

プ
ロ
ー
チ
。
１
時
間
ほ
ど
で
す
っ
か

り
打
ち
解
け
、
和
や
か
な
雰
囲
気
に
。

工
場
見
学
で
は
、
試
飲
の
ビ
ー
ル

で
喉
を
潤
し
、
ま
す
ま
す
会
話

も
弾
み
ま
す
。
会
食
後
の
ク
イ
ズ

ゲ
ー
ム
は
、
床
に
置
か
れ
た
新
聞

紙
上
に
ペ
ア
で
立
ち
、
不
正
解
な

ら
新
聞
紙
が
半
分
に
な
っ
て
い
く

と
い
う
も
の
。
正
解
す
る
た
め
に

協
力
し
て
問
題
を
解
き
ま
す
が
、

間
違
え
れ
ば
二
人
の
距
離
が
よ
り

接
近
す
る
と
い
う
こ
と
で
、
間
違

え
る
た
び
に
喜
ぶ
人
も
。
一
緒
に

立
っ
て
い
ら
れ
な
く
な
っ
て
お
ん

ぶ
を
す
る
な
ど
、
二
人
の
距
離
は

ど
ん
ど
ん
縮
ま
り
ま
し
た
。

朝
か
ら
降
り
続
い
た
雨
も
す
っ

か
り
上
が
り
、
芝
生
広
場
に
は
男

女
が
向
か
い
合
い
、
い
よ
い
よ
告

白
タ
イ
ム
。「
友
達
か
ら
お
願
い

し
ま
す
」「
最
初
か
ら
決
め
て
い

ま
し
た
」
な
ど
、
男
性
た
ち
は
噴

き
出
す
汗
さ
え
忘

れ
る
ほ
ど
真
剣
な

表
情
で
女
性
に
告

白
し
て
い
ま
し
た
。

町
商
工
会
の
迫

本
青
年
部
長
は
、

「
思
っ
た
以
上
に

盛
り
上
が
り
ま
し

た
。
年
間
行
事
と

し
て
来
年
以
降
も

取
り
組
み
た
い
」

と
満
足
気
。
事
業

と
商
工
会
の
盛
り

上
が
り
も
願
っ
て

い
ま
し
た
。

芝生広場で告白タイム

　
「
交
通
事
故
の
な
い
町
に
」
と
い
う
願
い

を
込
め
て
、
嘉
島
町
交
通
安
全
協
会
（
下
田

勉
会
長
）
が
８
月
10
日
と
24
日
、
町
内
主
要

道
路
で
除
草
作
業
や
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
点
検
な

ど
を
行
い
ま
し
た
。

　

10
日
は
小
雨
の
中
で
の
作
業
と
な
り
ま
し

た
が
、
協
会
員
が
交
通
の
支
障
と
な
る
樹
木

の
伐
採
と
除
草
作
業
に
汗
を
流
し
ま
し
た
。

　

24
日
は
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
の
点
検
を
行
い
、

交
通
事
故
が
起
き
な
い
よ
う
に
と
の
思
い
を

込
め
て
、
１
枚
１
枚
を
て
い
ね
い
に
磨
き
あ

げ
、
角
度
も
調
整
し
ま
し
た
。

　

身
近
な
と
こ
ろ
に
、
交
通
の
支
障
と
な
る

よ
う
な
樹
木
や
雑
草
が
生
い
茂
っ
た
所
は
あ

り
ま
せ
ん
か
。
交
通
事
故
の
起
こ
ら
な
い
環

境
づ
く
り
へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

道路わきの除草作業

近
く
の
樹
木 

交
通
の
支
障
に
!?

除
草
な
ど
環
境
整
備

　
　
　
　
　
　
　
　

嘉
島
町
交
通
安
全
協
会

　

嘉
島
町
誌
で
は
護
宿
。
社
殿
内

の
文
書
で
は
護
紫
君
（
ご
し
く
ん
）。

祭
神
は
後
醍
醐
天
皇
の
勘
気
を
こ

う
む
り
、
流
罪
と
な
っ
た
公
家
の

四
松
式
部
卿
。
赦
免
の
沙
汰
が
届

く
前
に
死
亡
、
あ
わ
れ
に
思
わ
れ

た
天
皇
が
大
明
神
と
し
て
祭
る
よ

う
命
じ
た
と
い
わ
れ
ま
す
。

　

道
路
拡
張
工
事
に
伴
い
、
10
数

年
前
に
緑
川
堤
防
脇
に
移
設
さ
れ

ま
し
た
。
右
側
が
水
神
で
、
２
番

目
は
三
郎
天
神
、
左
２
体
は
地
蔵
。

嘉
島
町
誌
に
は
「
文
化
２
（
１
８

０
５
）
年
庄
屋
武
平
勧
請
」
と
。

毎
年
７
月
18
日
の
馬
祭
り
で
は
、

地
区
民
総
出
で
お
参
り
し
ま
す
。

8
すてきな出会いが…

　　組の カップル誕生
　　　　 商工会青年部婚活パーティー

下六嘉の護宿神社犬渕の水神さん
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《
9
～
10
月
の
休
館
日
》

９
月　

16
、
22
、
29
日

10
月　

6
、
14
、
20
、
27
日

※�

９
月
16
日
と
10
月
14
日
は
前
日

が
祝
日
の
月
曜
日
で
開
館
す
る

た
め
、振
替
休
館
日
に
な
り
ま
す
。

《
お
は
な
し
会
》

９
月
24
日
、
10
月
８
、
22
日
の
16

時
か
ら
、
読
み
聞
か
せ
の
部
屋
で

開
い
て
い
ま
す
。
参
加
無
料
。

嘉  島  町  民  会  館

読
ん
で
み
て！

「
ひ
よ
恋
①　
ひ
よ
り

　
好
き
な
人
が
出
来
ま
し
た
」

雪
丸
も
え
・
原
作
／
絵

松
田
朱
夏
／
著

集
英
社
み
ら
い
文
庫

白蓮れんれん	
	 林真理子
我が家の問題	
	 奥田英朗
横道世之介	
	 吉田修一
加藤清正　虎の夢見し	
	 津本陽
さよなら僕の夏	
	 レイ・ブラッドベリ
かもめのジョナサン　完成版	
	 　リチャード・バック	
	 五木寛之 創訳 ラッセル・マンソン 写真
知らずに使っている実は非常識な日本語	
	 梅津正樹
雑談力が上がる話し方	
	 齋藤孝
親の家を片づける実践ハンドブック	
	 主婦の友社
最強の秋冬おかず３００	
	 グラフ社

空と天気のふしぎ１０９	
	 著/森田正光　写真/八板康麿
親子で楽しむ！わくわく数の世界の大冒険	
	 桜井進・著　ふわこういちろう・絵
こうえんのシロ　くいしんぼうのあき	
	 わたなべひろみ
すいはんきのあきやすみ	
	 村上しいこ さく　長谷川義史 え
14ひきのあきまつり	
	 いわむらかずお
もりのうさぎのうたえほん　
　　どんぐりざかのあそびうた	
	 さく・え　ひろかわさえこ
とべバッタ	
	 田島征三
むしたちのおんがくかい	
	 得田之久・文　久住卓也・絵
かあさんのこもりうた	
	 こんのひとみ 作　いもとようこ 絵
ひぐまのあき	 	
	 手島圭三郎

　

主
人
公
の
西
山
ひ
よ
り
は
、
高

校
１
年
生
に
し
て
身
長
１
４
０
㌢

と
超
ち
っ
ち
ゃ
く
て
、
す
ご
く
人

見
知
り
。
わ
け
あ
っ
て
、
高
校
生

活
が
始
ま
っ
た
の
は
12
月
だ
っ
た
。

同
じ
ク
ラ
ス
で
身
長
１
９
０
㌢
の

広
瀬
結
心
に
い
き
な
り
“
ひ
よ

こ
”
に
似
て
る
と
い
わ
れ
、
さ
っ

そ
く
注
目
の
的
に
な
っ
て
し
ま
う
。

け
れ
ど
、
性
格
も
正
反
対
の
彼
に

ひ
か
れ
て
…
!?

　

ぜ
ひ
読
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。

図
書
室
か
ら

開
館
日　
火
曜
日
～
日
曜
日
・
祝
日

開
館
時
間　
９
時
～
17
時

休
館
日　
月
曜
日
（
祝
日
の
時
は

翌
日
）・
12
月
28
日
～
１
月
３
日

☎
２
３
７

−

０
０
５
８

おすすめ本

嘉島西小学校 6 年

米光 志織 さん

ホール催物案内	 平成26年8月31日現在

月 日 曜 ホール催し物 開演
時間 入場料 主催者（問い合わせ先）

9 28 日 アンサンブル・ラボ・クマモト特別演奏会 in嘉島 14：30 500 円 アンサンブル・ラボ・クマモト事務局
☎ 090-9583−8843

10 4 土 男女共同参画を考えよう！	 	
第 3 回上益城大会 inかしま 10:00 無料 嘉島町役場企画情報課

☎ 237-2641

10 12 日 バレエスペースフューチャー発表２０１４ 15:30 無料 バレエスペースフューチャー
☎ 382-5561

10 22 水 地域開催介護セミナー in 上益城
豊かな老後をおくるための手助け 13:00 無料 熊本県介護実習・普及センター

☎ 354-3091

10 31 金 「ひびけ歌声」（嘉島中学校合唱コンクール） 13:00 無料 嘉島中学校　☎ 237-0014

11 2 日 嘉島町文化祭（作品展示） ― 無料
嘉島町文化協会　☎ 237-0058

11 3 月 嘉島町文化祭（舞台発表） 9:00 無料

11 6 木 上益城郡中学校音楽会 10:30 無料 嘉島中学校　☎ 237-0014

○お問い合わせ先：教育委員会　☎237－0058
○予約状況等は、嘉島町ホームページ（公共施設→嘉島町民会館）でご覧になれます。
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　インフルエンザは空気中にいるインフルエンザウイルスを吸い込
むことにより発病し、鼻水、くしゃみ、咳などの風邪の症状だけで
なく高熱や頭痛・関節痛等を起こす全身感染症です。ひどくなると
肺炎や脳炎を併発して重症化し、死亡する例も多くなっています。
　インフルエンザ予防のためには体力をつけておく、うがい・手洗
いをするなどの予防対策と予防接種を受けておくことが大切です。
　予防接種はかかりつけの病院等において任意で受けることができ
ます（医療機関により料金が異なります）が、以下の要件に該当さ
れる方は町の一部助成で接種できますのでお知らせします。

インフルエンザ予防接種

1.	対象者（予防接種法で定める者）
1）�65 歳以上の嘉島町に住民票を有する方
2）��60 歳以上 65 歳未満の嘉島町に住民票を有する方

のうち、心臓・じん臓・呼吸器の機能又はヒト
免疫不全ウイルスによる免疫の機能に障害をも
つとして厚生労働省令で定める方（医師の証明
又は身体障害者手帳 1 級所持者）

※年齢については、接種時点での年齢とする。

2.	 インフルエンザ予防接種の受け方
1）�右記の医療機関に電話で予防接種の予約をする。
2）��医療機関から指定された日に予防接種を受けに

行く。※年齢、住所が確認できる書類（保険証等）
を持参してください。

3）�医療機関に直接代金を支払う。
4）�接種後は、「予防接種済証」を受け取る。
※済証は、大切に保管してください。

個人負担金（1回　2,000 円）	
※通常の接種料金は 1 回 4,000 円程度です。

3.	 実施期間
� 平成26年10月1日（水）～平成26年12月31日（水）

4.	 注意事項
1）��ワクチン内に卵が含まれますので、卵アレルギー

のある方は医師にご相談ください。
2）��予防接種には、副反応として色々な反応が出る

ことがありますので、受診中の方は主治医と相
談してから受けてください。

3）��予診票は指定医療機関に備え付けてありますが、
記入の際は説明を十分読んで理解の上、受けて
ください。

4）�予防接種の回数は、1 回です。

＜インフルエンザにかからないためには＞
　インフルエンザが流行してきたら、人ごみを避け
ましょう。特に、高齢者や慢性疾患を持っている人
は人ごみや繁華街への外出を控えましょう。疲れて
いるときや睡眠不足のときに外出すると、インフル
エンザに非常に感染しやすくなります。インフルエ
ンザウィルスは湿気に弱いので、室内では加湿器な
どを使って適度の湿度を保ちましょう。常日頃から
バランスよく栄養を摂ることも大切です。また、外
出時のマスクや帰宅後のうがい・手洗いは、かぜの
予防とあわせてお勧めします。

【お問い合わせ先】役場町民課保健係　☎237‐2574

＜インフルエンザと普通のかぜのちがい＞
　普通のかぜは、症状としては喉が痛む、鼻がムズ
ムズする、水様の鼻汁がでる、くしゃみ、咳が中心
で全身症状はあまりみられません。発熱もインフル
エンザほど高くなく、重症化することはめったにあ
りません。一方、インフルエンザにかかると 39℃以
上の発熱、頭痛、関節痛、筋肉痛など全身の症状が
強く、あわせてのどの痛み、鼻汁などの症状もみら
れます。さらに、気管支炎、肺炎などを併発し重症
化することが多いのもインフルエンザの特徴です。
また、インフルエンザは流行が爆発的に始まり、短
期間に乳幼児から高齢者まで膨大な人を巻き込むと
いう点で普通のかぜとははっきり区別されます。

医療機関名 住　所 電話番号

山地外科胃腸科医院 上島 2491 237-0003

たなか内科眼科 鯰 1898-3 235-7235

香田整形外科 北甘木 2018 237-2811

よしむら内科・循環器科 上島 2299-1 235-7773

さかた耳鼻咽喉科 鯰 1834-1 237-4133

西村病院 北甘木 2085 237-1551

大串内科 鯰 2789-1 234-7873

※インフルエンザ予防接種委託医療機関



広報かしま 2014.9

11

予
防
接
種

水
痘
・
高
齢
者
肺
炎
球
菌
感
染

症
予
防
接
種
10
月
か
ら
定
期
接

種
に
な
り
ま
す

○
水
痘
予
防
接
種
対
象
者

①�

１
歳
の
誕
生
日
前
日
か
ら
３
歳
の
誕

生
日
前
日
ま
で
の
方

②�

３
歳
の
誕
生
日
か
ら
５
歳
の
誕
生
日
前

日
ま
で
の
方
（
平
成
26
年
度
に
限
る
）

※�

対
象
者
へ
は
通
知
し
ま
す
が
、
既
に

水
痘
に
か
か
っ
た
こ
と
が
あ
る
方
は

接
種
対
象
外
と
な
り
ま
す
。

○	

高
齢
者
の
（
成
人
用
）
肺
炎
球
菌
感

染
症
予
防
接
種
対
象
者

①�

65
歳
、
70
歳
、
75
歳
、
80
歳
、
85
歳
、

90
歳
、
95
歳
、
１
０
０
歳
に
な
る
日

の
属
す
る
年
度
の
初
日
か
ら
該
当
年

度
の
末
日
ま
で
に
あ
る
方

②�

１
０
１
歳
以
上
の
方
（
平
成
26
年
度

に
限
る
）

③�

60
歳
以
上
65
歳
未
満
の
方
で
、
心

臓
、
腎
臓
若
し
く
は
呼
吸
器
の
機
能

又
は
ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
イ
ル
ス
（
Ｈ

Ｉ
Ｖ
）
に
よ
る
免
疫
の
機
能
に
障
害

を
有
す
る
方
（
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の

定
期
接
種
対
象
者
と
同
様
）

※�

平
成
26
年
度
高
齢
者
の
肺
炎
球
菌
感

染
症
予
防
接
種
の
対
象
者
（
①
②
の

方
）
へ
は
９
月
中
に
通
知
し
ま
す
が
、

過
去
に
肺
炎
球
菌
感
染
症
の
予
防
接

種
を
受
け
た
こ
と
が
あ
る
方
は
対
象

外
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
③
の
対
象

と
な
る
方
は
、
役
場
で
の
手
続
き
が

必
要
で
す
の
で
、
接
種
を
希
望
さ
れ

る
方
は
役
場
町
民
課
保
健
係
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　
　

役
場
町
民
課
保
健
係

☎
２
３
７－

２
５
７
４

【
お
詫
び
】
広
報
か
し
ま
８
月
号
に
掲

載
し
ま
し
た
成
人
用
肺
炎
球
菌
予
防
接

種
の
対
象
者
に
一
部
誤
り
が
あ
り
ま
し

た
の
で
訂
正
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

健　
康

健
診
結
果
相
談
会

　

町
の
集
団
健
康
診
断
（
９
月
１
日
～

９
月
５
日
）
を
受
診
さ
れ
た
方
を
対
象

に
、
診
断
結
果
や
普
段
か
ら
気
に
な
る

健
康
問
題
に
つ
い
て
、
保
健
師
や
管
理

栄
養
士
が
個
別
に
相
談
を
お
受
け
し
ま

す
。
職
場
健
診
や
か
し
ま
ド
ッ
ク
を
受

け
ら
れ
た
方
も
対
象
で
す
。

○
開
催
日　

10
月
23
日
（
木
）

○
場
所　

嘉
島
町
保
健
セ
ン
タ
ー

○
時
間　

�

西
校
区　

９
時
半
～
11
時
半

東
校
区　

13
時
半
～
15
時
半

○
持
参
い
た
だ
く
も
の　

健
診
セ
ン
タ

ー
か
ら
送
付
さ
れ
た「
健
康
診
断
結
果
」

★
健
診
結
果
に
つ
い
て
の
相
談
及
び
説

明
は
、
来
所
順
に
個
別
相
談
で
実
施
し

ま
す
。
多
少
待
ち
時
間
が
生
じ
る
と
予

想
さ
れ
ま
す
の
で
、
時
間
に
余
裕
を
も

っ
て
お
越
し
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　
　

役
場
町
民
課
保
健
係

☎
２
３
７－

２
５
７
４

高
田
み
ん
な
の
広
場
公
園
グ
ラ

ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
場
無
料
開
放

　

10
月
の
「
都
市
緑
化
月
間
」
に
伴
い
、

高
田
み
ん
な
の
広
場
公
園
の
グ
ラ
ウ
ン

ド
ゴ
ル
フ
場
を
無
料
開
放
し
ま
す
。

　

秋
晴
れ
の
公
園
で
気
持
ち
の
良
い
汗

を
流
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

○
無
料
開
放
期
間

　

10
月
11
日
（
土
）
～
10
月
13
日
（
月
）

　

８
時
～
17
時

※�

ご
利
用
の
方
は
、
利
用
当
日
に
公
園

管
理
事
務
所
で
受
付
を
お
願
い
し
ま

す
。
専
用
の
ク
ラ
ブ
と
ボ
ー
ル
の
無

料
レ
ン
タ
ル
も
あ
り
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　
　

役
場
建
設
課
都
市
計
画
係

☎
２
３
７－

２
５
９
７

　
　
　

高
田
み
ん
な
の
広
場
公
園

☎
２
３
７－

３
６
６
６

子
育
て
給
付
金

児
童
扶
養
手
当
制
度

　

児
童
扶
養
手
当
と
は
、
父
母
の
離
婚

等
に
よ
り
父
又
は
母
と
生
計
を
同
じ
く

し
て
い
な
い
児
童
が
育
成
さ
れ
る
家
庭

の
生
活
の
安
定
と
自
立
を
助
け
、
児
童

の
福
祉
の
増
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
支
給
さ
れ
ま
す
。

　

手
当
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
人
は
、

18
歳
に
達
す
る
日
以
後
の
最
初
の
３
月

31
日
ま
で
の
間
に
あ
り
、
次
の
①
～
⑨

の
条
件
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
児
童

を
扶
養
し
て
い
る
母
子
家
庭
の
母
、
父

子
家
庭
の
父
、
母
又
は
父
に
代
わ
っ
て

そ
の
児
童
を
養
育
し
て
い
る
方
で
す
。

　

な
お
、
児
童
に
一
定
以
上
の
障
害
が
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あ
る
場
合
は
20
歳
未
満
ま
で
手
当
が
受

け
ら
れ
ま
す
。

①��
父
母
の
離
婚
後
、
父
又
は
母
と
生

計
を
同
じ
く
し
て
い
な
い
児
童

②��

父
又
は
母
が
死
亡
し
た
児
童
（
遺

族
年
金
を
受
給
で
き
な
い
場
合
）

③��

父
又
は
母
に
重
度
の
障
害
（
国
民

年
金
の
障
害
等
級
１
級
程
度
）
が

あ
る
児
童

④��

父
又
は
母
の
生
死
が
明
ら
か
で
な

い
児
童

⑤��

父
又
は
母
か
ら
引
き
続
き
１
年
以

上
遺
棄
さ
れ
て
い
る
児
童

⑥��

父
又
は
母
が
裁
判
所
か
ら
の
Ｄ
Ｖ

保
護
命
令
を
受
け
た
児
童

⑦��

父
又
は
母
が
法
令
に
よ
り
引
き
続
き

１
年
以
上
拘
禁
さ
れ
て
い
る
児
童

⑧��

母
が
婚
姻
に
よ
ら
な
い
で
（
未
婚

で
）
出
生
し
た
児
童

⑨��

⑧
に
当
た
る
か
明
ら
か
で
な
い
児
童

　

た
だ
し
、
受
給
者
又
は
児
童
が
遺
族

年
金
及
び
障
害
年
金
等
の
公
的
年
金
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
る
と
き
、
あ
る
い

は
、
児
童
が
父
又
は
母
に
支
給
さ
れ
る

公
的
年
金
の
加
算
対
象
に
な
っ
て
い
る

場
合
は
児
童
扶
養
手
当
の
支
給
対
象
に

な
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
受
給
者
及
び
扶
養
義
務
者
や

配
偶
者
の
前
年
所
得
が
限
度
額
を
超
え

る
場
合
は
、
手
当
の
全
部
又
は
一
部
が

支
給
停
止
と
な
り
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　
　

役
場
町
民
課
福
祉
係

☎
２
３
７－

２
５
７
６

臨
時
福
祉
給
付
金

子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金

　

嘉
島
町
は
臨
時
福
祉
給
付
金
及
び
子

育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
の
申
請
受

付
を
７
月
１
日
か
ら
開
始
し
て
い
ま
す
。

給
付
金
を
受
け
取
る
に
は
申
請
が
必
要

で
、
申
請
受
付
は
10
月
１
日
ま
で
で
す
。

　

支
給
対
象
者
は
基
準
日
（
平
成
26
年

１
月
１
日
）
に
嘉
島
町
に
住
民
登
録
さ

れ
て
い
る
方
で
、
臨
時
福
祉
給
付
金
は
、

平
成
26
年
度
町
民
税
が
非
課
税
の
方
が

対
象
と
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
ご
自
身

を
扶
養
し
て
い
る
方
が
課
税
さ
れ
て
い

る
場
合
な
ど
は
対
象
外
と
な
り
ま
す
。

　

子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
の
支

給
対
象
者
は
平
成
26
年
１
月
分
の
児
童

手
当
（
特
例
給
付
含
む
）
の
受
給
者
で
、

平
成
25
年
の
所
得
が
児
童
手
当
の
所
得

制
限
額
に
満
た
な
い
方
と
な
り
ま
す
。

　

支
給
対
象
と
な
り
う
る
方
等
（
公
務

員
を
除
く
）
に
対
し
て
は
、
６
月
下
旬

か
ら
随
時
通
知
と
申
請
書
を
送
付
し
て

い
ま
す
。

　

対
象
と
思
わ
れ
、
申
請
書
等
が
届
い

て
い
な
い
方
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

臨
時
福
祉
給
付
金

　
　
　

役
場
町
民
課
福
祉
係

☎
２
３
７－

２
５
７
６

　

子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金

　
　
　

役
場
町
民
課
保
健
係

☎
２
３
７－

２
５
７
４

年　
金

ご
存
じ
で
す
か
？

国
民
年
金
の
任
意
加
入
制
度

　

老
齢
基
礎
年
金
（
65
歳
か
ら
受
け
ら

れ
る
年
金
）
は
、
20
歳
か
ら
60
歳
に
な

る
ま
で
の
40
年
間
保
険
料
を
納
め
な
け

れ
ば
、
満
額
の
年
金
を
受
け
取
る
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
。

　

国
民
年
金
保
険
料
の
納
め
忘
れ
な
ど

に
よ
り
、
保
険
料
の
納
付
済
期
間
が
40

年
間
に
満
た
な
い
場
合
は
、
60
歳
か
ら

65
歳
に
な
る
ま
で
の
間
に
国
民
年
金
に

任
意
加
入
し
て
保
険
料
を
納
め
る
こ
と

に
よ
り
、
満
額
に
近
づ
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

な
お
、
老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
る
た

め
に
は
保
険
料
の
納
付
済
期
間
や
保
険

料
の
免
除
期
間
等
が
原
則
と
し
て
25
年

以
上
必
要
に
な
り
ま
す
が
、
こ
の
要
件

を
満
た
し
て
い
な
い
場
合
は
、
70
歳
に

な
る
ま
で
任
意
加
入
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。（
た
だ
し
、
昭
和
40
年
４
月
１
日

以
前
に
生
ま
れ
た
方
に
限
ら
れ
ま
す
。）

　

ま
た
、
海
外
に
在
住
す
る
日
本
国
籍

を
持
つ
方
も
、
国
民
年
金
に
任
意
加
入

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

詳
し
く
は
熊
本
東
年
金
事
務
所
ま
た

は
役
場
町
民
課
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　
　

熊
本
東
年
金
事
務
所

☎
３
６
７－

８
１
４
４

　
　
　

役
場
町
民
課
保
健
係

☎
２
３
７－

２
５
７
４

文
化
・
教
育
・
人
権

人
形
芝
居
「
か
さ
じ
ぞ
う
」

　
「
劇
団
ぱ
れ
っ
と
」
に
よ
る
人
形
芝

居
を
嘉
島
町
文
化
セ
ン
タ
ー
で
行
い
ま

す
。
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

○
日
時　

10
月
13
日
（
月
・
祝
）

　
　
　
　

10
時
～
（
１
時
間
程
度
）

○
場
所　

嘉
島
町
文
化
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

嘉
島
町
上
六
嘉
９
１
７

○
入
場
料　

無
料

※�

交
通
事
故
等
に
は
十
分
気
を
付
け
て

ご
来
場
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　
　

嘉
島
町
文
化
セ
ン
タ
ー

☎
２
３
７－

０
４
６
４
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松
橋
東
支
援
学
校

　
「
学
校
公
開
週
間
」

　

地
域
の
方
々
に
本
校
の
教
育
や
子
ど

も
た
ち
の
こ
と
を
知
っ
て
い
た
だ
く
た

め
公
開
授
業
を
行
い
ま
す
。

　

多
く
の
皆
様
の
ご
参
観
を
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。

○
期
日　

�

９
月
22
日
（
月
）、24
日
（
水
）、

25
日
（
木
）

○
時
間

　

・
小
中
学
部　

９
時
45
分
～
10
時
半

　

・
幼 

稚 

部　

11
時
～
11
時
45
分

○
場
所　

　

熊
本
県
立
松
橋
東
支
援
学
校

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

熊
本
県
立
松
橋
東
支
援
学
校

　
　

☎
０
９
６
４－

３
２－

１
７
２
６

熊
本
県
人
権
子
ど
も
集
会

○
日
時

　

10
月
11
日
（
土
）
10
時
～
12
時

○
場
所　

パ
ー
ク
ド
ー
ム
熊
本

　

部
落
差
別
を
は
じ
め
あ
ら
ゆ
る
差
別

を
な
く
し
、
一
人
一
人
の
人
権
が
尊
重

さ
れ
る
社
会
の
実
現
を
目
指
す
集
会
で

す
。
県
内
の
児
童
生
徒
が
参
加
し
、
子

ど
も
実
行
委
員
の
運
営
に
よ
り
、
体

験
・
活
動
報
告
や
全
体
活
動
な
ど
が
行

わ
れ
ま
す
。
皆
さ
ま
の
多
数
の
ご
来
場

を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　
　

熊
本
県
教
育
庁
教
育
指
導
局

　
　
　

人
権
同
和
教
育
課

☎
３
３
３－

２
７
０
２

介　
護　

地
域
開
催
介
護
セ
ミ
ナ
ー
in
上
益
城

○
日
時　

10
月
22
日
（
水
）

　

�

受
付
、
開
場
13
時
～　

▽
講
演
13
時

半
～
15
時
半　

▽
介
護
機
器
展
示
13

時
～
16
時

○
場
所　

嘉
島
町
民
会
館

○
講
演
内
容

①��「
豊
か
な
老
後
を
お
く
る
た
め
の
手

助
け
」
～
頭
も
か
ら
だ
も
リ
フ
レ

ッ
シ
ュ
～

�

医
療
法
人
博
光
会
み
ゆ
き
の
里　

�

認
知
症
対
策
室
長　

川
畑　

智 

氏

②��「
か
み
ま
し
き　

な
る
な
る
体
操
」

　

�

上
益
城
地
域
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

広
域
支
援
セ
ン
タ
ー　

理
学
療
法
科

主
任　

清
永　

竜
一　

氏

○
参
加
費　

無
料

○
定
員　

３
０
０
名
（
先
着
順
）

○
申
込
方
法　

は
が
き
又
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
、

住
所
、
氏
名
、
職
種
（
専
門
職
の
方
）、

電
話
番
号
を
記
入
の
う
え
、
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

○
申
込
締
切　

10
月
15
日
（
水
）

【
お
申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

熊
本
県
介
護
実
習
・
普
及
セ
ン
タ
ー

☎
３
５
４－

３
０
９
１

環
境
・
節
電

浄
化
槽
を
お
使
い
の
み
な
さ
ま
へ

　

浄
化
槽
か
ら
出
る
排
水
は
、
河
川
、

海
等
に
放
流
さ
れ
ま
す
が
、
き
れ
い
な

水
に
し
て
放
流
す
る
た
め
に
は
、
浄
化

槽
を
適
正
に
維
持
管
理
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
浄
化
槽
を
設
置

し
た
方
（
浄
化
槽
管
理
者
）
に
は
、
浄

化
槽
法
に
よ
り
「
保
守
点
検
」「
清
掃
」

「
法
定
検
査
」
を
行
う
こ
と
が
義
務
付

け
ら
れ
て
い
ま
す
。

○
保
守
点
検
と
は

　

浄
化
槽
の
点
検
、
調
整
又
は
こ
れ
ら

に
伴
う
修
理
、
消
毒
剤
の
補
充
等
を
行

う
こ
と
で
す
。
県
知
事
の
登
録
を
受
け

た
保
守
点
検
業
者
に
委
託
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

○
清
掃
と
は

　

浄
化
槽
内
に
生
じ
た
汚
泥
を
引
き
出

し
、
槽
内
の
汚
泥
等
の
調
整
並
び
に
装

置
や
付
属
機
器
類
の
洗
浄
、
清
掃
等
を

行
う
こ
と
で
す
。
町
長
の
許
可
を
受
け

て
い
る
浄
化
槽
清
掃
業
者
に
委
託
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

○
法
定
検
査
と
は

　

法
定
検
査
は
、
定
期
的
に
行
う
保

守
点
検
業
者
の
維
持
管
理
（
保
守
点

検
、
清
掃
）
と
は
別
に
受
け
る
必
要
が

あ
る
検
査
で
、「
設
置
後
の
検
査
（
浄

化
槽
法
第
７
条
検
査
）」
と
「
定
期
検
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査
（
同
法
第
11
条
検
査
）」
が
あ
り
ま

す
。
法
定
検
査
は
、
県
知
事
の
指
定
を

受
け
て
い
る
㈳
熊
本
県
浄
化
槽
協
会
が

実
施
し
ま
す
。

◆
７
条
検
査
（
設
置
後
の
水
質
検
査
）

　

浄
化
槽
の
使
用
開
始
後
３
カ
月
を
経

過
し
た
日
か
ら
８
カ
月
ま
で
の
間
に
、

浄
化
槽
の
設
置
さ
れ
て
い
る
状
態
や
本

来
の
機
能
を
発
揮
し
て
い
る
か
を
確
認

す
る
検
査
で
す
。

◆
11
条
検
査
（
定
期
検
査
）

　

保
守
点
検
及
び
清
掃
が
適
正
に
実
施

さ
れ
、
外
観
検
査
、
水
質
検
査
、
書
類

検
査
を
実
施
し
て
浄
化
槽
の
機
能
が
正

常
に
維
持
さ
れ
て
い
る
か
否
か
を
確
認
。

浄
化
槽
を
使
っ
て
い
る
方
は
保
守
点
検

や
清
掃
と
は
別
に
、
年
１
回
の
定
期
検

査
を
受
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

※�

浄
化
槽
を
お
使
い
の
方
は
、
適
切
な

使
用
と
維
持
管
理
を
行
う
な
ど
、
浄

化
槽
の
機
能
低
下
防
止
や
水
環
境
の

保
全
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　
　

役
場
建
設
課
環
境
係

☎
２
３
７－

２
６
１
９

相　
談　

心
配
ご
と
相
談

　

ど
ん
な
小
さ
な
事
で
も
結
構
で
す
。

秘
密
は
、
か
た
く
守
ら
れ
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

相
談
料
は
、
無
料
で
す
。

○
次
の
相
談
日
お
よ
び
相
談
員

　

９
月
24
日
（
水
）　

弁
護
士

　

10
月
22
日
（
水
）　

弁
護
士

※�

相
談
を
ご
希
望
の
方
は
、
必
ず
電
話

で
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

定
員
（
原
則
４
名
）
に
な
り
次
第
、

締
め
切
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
ご

了
承
く
だ
さ
い
。

○
相
談
場
所　

嘉
島
町
福
祉
セ
ン
タ
ー

○
相
談
時
間　

13
時
半
～
15
時
半

　
　
　
　
　
　
（
１
人
30
分
以
内
）

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　
　

嘉
島
町
社
会
福
祉
協
議
会

☎
２
３
７－

２
９
８
１

も
の
づ
く
り
人
材
育
成
・
確
保
相
談

　

熊
本
県
は
、「
産
業
人
材
強
化
支
援
セ

ン
タ
ー
」
を
設
置
し
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
が
も
の
づ
く
り
に
係
る
人
材
育
成

の
様
々
な
相
談
を
お
受
け
し
て
い
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

産
業
人
材
強
化
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
２
８
９－

２
４
３
８

行 

政 

相 

談

　

10
月
20
日
（
月
）
か
ら
26
日
（
日
）

ま
で
、
行
政
相
談
週
間
が
全
国
一
斉
に

展
開
さ
れ
ま
す
。

　

嘉
島
町
で
は
次
の
と
お
り
行
政
相
談

所
を
開
設
し
ま
す
。
行
政
に
関
す
る
ご

意
見
や
ご
要
望
、
苦
情
な
ど
あ
り
ま
し

た
ら
何
で
も
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
相
談

は
無
料
。
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

○
日
時

　

10
月
22
日
（
水
）
13
時
半
～
15
時

○
場
所

　

嘉
島
町
役
場
１
階
町
民
相
談
室　

○
担
当
者

　

行
政
相
談
委
員　

増
岡�

司
さ
ん

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　
　

役
場
総
務
課
総
務
係

☎
２
３
７－

１
１
１
２

全
国
一
斉
！
法
務
局
休
日
相
談
所

　

様
々
な
相
談
（
相
続
・
遺
言
、
不
動

産
登
記
、
戸
籍
、
供
託
、
人
権
に
関
す

る
事
項
等
）
に
、
法
務
局
職
員
、
公
証

人
、
司
法
書
士
、
土
地
家
屋
調
査
士
及

び
人
権
擁
護
委
員
が
応
じ
ま
す
。

　

相
談
は
無
料
で
、
相
談
内
容
の
秘
密

は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

　

事
前
予
約
制
で
す
の
で
、
相
談
を
希

望
さ
れ
る
方
は
、
事
前
に
予
約
の
お
電

話
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
日
時　

　

10
月
５
日
（
日
）
10
時
～
15
時

○
会
場

　

熊
本
第
二
合
同
庁
舎　

　

熊
本
地
方
法
務
局　

四
階
会
議
室

（
熊
本
市
中
央
区
大
江
三
丁
目
１
番
53
号
）

【
お
申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　
　

熊
本
地
方
法
務
局
総
務
課

☎
３
６
４－

２
１
４
５

行
政
書
士
会
無
料
相
談
会

　

熊
本
県
行
政
書
士
会
は
、
毎
年
10
月

を
「
行
政
書
士
制
度
広
報
月
間
」
と
し

て
、
行
政
書
士
の
Ｐ
Ｒ
活
動
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

　

本
年
も
①
各
種
許
認
可
・
登
録
に
関

す
る
こ
と
②
会
社
・
医
療
法
人
・
公
益

法
人
等
の
法
人
設
立
に
関
す
る
こ
と
③

遺
言
・
相
続
に
関
す
る
こ
と
④
会
計
記

帳
・
内
容
証
明
書
・
契
約
書
の
作
成
に

関
す
る
無
料
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

○
電
話
無
料
相
談

・
日
時　

10
月
１
日（
水
）10
時
～
16
時

　
　
　
　

☎
３
８
５-

７
３
０
１



広報かしま 2014.9

15

○
街
頭
無
料
相
談
会

・
日
時　

�

10
月
15
日（
水
）16
日（
木
）

10
時
～
16
時

・
場
所　

熊
本
交
通
セ
ン
タ
ー
地
下

プ
ラ
ザ
コ
ー
ト
（
観
音
の
泉
前
広
場
）

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　
　

熊
本
県
行
政
書
士
会

☎
３
８
５－

７
３
０
０

就
活
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

障
が
い
の
あ
る
方
を
対
象
と
し

た
職
業
訓
練
受
講
生
募
集

　
　
　
　
　
　
（
受
講
料
無
料
）

【
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
科
】

○
受
講
で
き
る
障
が
い
区
分

　

身
体
障
が
い
の
う
ち
聴
覚
障
が
い
、

内
部
障
が
い
、
知
的
・
精
神
・
発
達
障

が
い
、
難
病
、
高
次
脳
機
能
障
が
い

○
定
員　

３
名

○	

内
容　

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
作
業
を
通

し
た
技
術
、
知
識
の
習
得
及
び
体
力
、

集
中
力
ア
ッ
プ

○
募
集
期
間　

９
月
30
日
（
火
）
ま
で

○
訓
練
期
間

　

11
月
５
日
（
水
）
～
１
月
30
日
（
金
）

○
経
費　

な
し

○
訓
練
場
所　

㈱
サ
ン
・
シ
ー
エ
ル

　
　
　
　

���（
益
城
町
福
冨
１
１
０
７
）

○
駐
車
場　

あ
り
（
無
料
）

【
ビ
ジ
ネ
ス
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
科
】

○
受
講
で
き
る
障
が
い
区
分

　

身
体
障
が
い
の
う
ち
下
肢
障
が
い
、

精
神
・
発
達
障
が
い
、
難
病
、
高
次
脳

機
能
障
が
い

○
定
員　

５
名

○	

内
容　

ワ
ー
ド
、
エ
ク
セ
ル
な
ど
の

ビ
ジ
ネ
ス
ソ
フ
ト
の
基
本
操
作
及
び

ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
の
習
得

○
募
集
期
間　

９
月
30
日
（
火
）
ま
で

○
訓
練
期
間

　

11
月
５
日
（
水
）
～
１
月
30
日
（
金
）

○
経
費　

３
，８
０
０
円
程
度

　
　
　
　
　
　
（
テ
キ
ス
ト
代
・
税
込
）

○
訓
練
場
所

　

ト
レ
ジ
ャ
ー
オ
ブ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
㈱

���　
（
益
城
町
田
原
２
０
８
１－

１
７
）

○
駐
車
場　

あ
り
（
無
料
）

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　
　

熊
本
県
立
高
等
技
術
専
門
校

☎
３
７
８－
０
１
２
１

潜
在
保
育
士
就
職
支
援
研
修
会

○
日
時
及
び
場
所

・
10
月
９
日
、
11
月
６
日

　
　
　

合
志
市
「
ヴ
ィ
ー
ブ
ル
」

・
10
月
17
日
、
11
月
７
日

　
　
　

八
代
ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル

・
10
月
24
日　

ウ
イ
ン
グ
松
橋

・
10
月
28
日　

　
　
　

玉
名
市
社
会
福
祉
協
議
会

○
対
象　

保
育
士
資
格
を
有
す
る
人

○
時
間　

13
時
～

○	

内
容　

講
義
、
体
験
談
、
就
職
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
の
面
談
な
ど

【
お
申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　
　

熊
本
県
保
育
協
会

☎
３
２
２
‐
０
０
３
８

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
秋
募
集

　
「
青
年
海
外
協
力
隊
」「
シ
ニ
ア
海
外

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
の
秋
募
集
が
10
月
１

日
（
水
）
か
ら
11
月
４
日
（
火
）
の
期

間
で
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

興
味
の
あ
る
方
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

http://w
w
w
.jica.go.jp

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　
　

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
デ
ス
ク
熊
本

☎
３
５
９－
２
１
３
０

防　
災

地
震
訓
練
に
参
加
し
よ
う
！

　

熊
本
県
は
、
誰
も
が
そ
の
時
に
い
る

場
所
で
参
加
で
き
る
地
震
対
応
訓
練
、

「
熊
本
シ
ェ
イ
ク
ア
ウ
ト
訓
練
」
を
実

施
し
ま
す
。
地
震
か
ら
身
を
守
る
た
め

に
は
、
日
頃
か
ら
の
備
え
と
、
発
生

直
後
の
と
っ
さ
の
行
動
が
不
可
欠
で
す
。

皆
さ
ん
ぜ
ひ
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

○
実
施
日
時　

11
月
５
日
（
水
）

　
　
　
　
　
　

10
時
15
分
～
10
時
半
頃

○
訓
練
内
容

　

参
加
者
各
自
の
事
前
学
習
＋
地
震
発

生
時
の
安
全
行
動

※�

訓
練
内
容
・
参
加
手
続
き
な
ど
の
詳

細
は��

熊
本
シ
ェ
イ
ク
ア
ウ
ト��

←
検
索

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　
　

熊
本
県
危
機
管
理
防
災
課

☎
３
３
３－

２
８
１
１
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農　
業

農
地
貸
借
希
望
者
募
集

　

農
地
中
間
管
理
機
構
（
熊
本
県
農
業

公
社
）
は
、
農
業
経
営
を
縮
小
さ
れ
る

方
な
ど
か
ら
農
地
を
借
り
受
け
、
担
い

手
農
家
な
ど
に
貸
し
出
し
て
い
ま
す
。

　
『
農
地
を
貸
し
た
い
方
』『
農
地
を
借

り
た
い
方
』
は
、
県
指
定
の
農
業
公
社

へ
安
心
し
て
お
任
せ
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
申
込
み
手
続
き
に
つ
い
て
は
、

熊
本
県
農
業
公
社
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
、

役
場
農
政
課
、
Ｊ
Ａ
の
担
当
窓
口
に
備

え
付
け
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　
　

熊
本
県
農
業
公
社

☎
２
１
３－

１
２
３
４

月　
間

９
月
は
動
物
愛
護
月
間

　

９
月
１
日
か
ら
９
月
30
日
ま
で
は
、

動
物
愛
護
月
間
で
す
。
ペ
ッ
ト
を
飼
っ

て
い
る
人
も
い
な
い
人
も
、
こ
の
期
間

に
身
近
な
動
物
の
愛
護
と
正
し
い
飼
い

方
な
ど
を
も
う
一
度
考
え
、
理
解
を
深

め
て
い
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

次
の
点
に
注
意
し
、
動
物
愛
護
に
努
め

ま
し
ょ
う
。

・�

動
物
の
習
性
を
よ
く
理
解
し
、
終
生

責
任
を
持
っ
て
飼
い
ま
し
ょ
う
。

・�

人
と
動
物
と
の
調
和
の
と
れ
た
豊
か

な
環
境
づ
く
り
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う

・�

動
物
を
い
た
わ
り
、
命
を
大
切
に
し

ま
し
ょ
う
。

・�

飼
い
主
は
、
鑑
札
、
迷
子
札
を
つ
け

る
な
ど
所
有
者
を
明
示
し
、
逸
走
防

止
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

・�

動
物
を
み
だ
り
に
虐
待
ま
た
は
遺
棄

し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。（
罰

金
50
万
円
以
下
の
処
罰
対
象
と
な
り

ま
す
）

※�
愛
犬
家
の
マ
ナ
ー
と
し
て
散
歩
時
は

糞
入
れ
を
持
っ
て
歩
き
、
万
が
一
、

自
分
の
敷
地
外
で
排
泄
し
て
し
ま
っ

た
時
は
責
任
を
も
っ
て
片
付
け
ま

し
ょ
う
。

　

犬
の
放
し
飼
い
は
、
県
の
条
例
で
も

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
人
に
危
害
を
加

え
た
り
、
交
通
事
故
に
遭
う
等
の
危
険

が
高
く
な
り
ま
す
。
一
時
的
で
あ
っ
て

も
放
し
飼
い
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　
　

役
場
建
設
課
環
境
係

☎
２
３
７－

２
６
１
９

　

高
齢
者
の
自
宅
に
、『
熊
本
県
庁
の

社
会
保
険
事
務
所
』
を
名
乗
り
「
医
療

費
の
還
付
金
が
あ
る
。
事
前
に
書
面
を

送
っ
た
が
届
い
て
い
る
か
」
な
ど
と
電

話
が
あ
り
、
さ
ら
に
「
Ａ
Ｔ
Ｍ
に
誘
導

し
よ
う
と
す
る
」
と
の
相
談
が
寄
せ
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

熊
本
県
庁
内
に
は
社
会
保
険
事
務
所

は
存
在
し
ま
せ
ん
し
、
医
療
費
の
還
付

金
が
発
生
し
て
も
、
ご
自
宅
に
電
話
を

す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
Ａ

Ｔ
Ｍ
に
行
く
よ
う
指
示
す
る
こ
と
は
絶

対
に
あ
り
ま
せ
ん
。

《
相
談
事
例
》

○
「
県
庁
の
社
会
保
険
事
務
所
で
す
。

医
療
費
の
払
い
戻
し
に
つ
い
て
ご
連
絡

し
て
い
ま
す
。
Ａ
Ｔ
Ｍ
で
手
続
き
を
し

て
も
ら
わ
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
」
と
電

話
が
あ
っ
た
。
県
庁
に
そ
の
よ
う
な
部

署
は
あ
る
の
か
。
私
の
氏
名
、
生
年
月

日
、
電
話
番
号
は
知
っ
て
い
た
。

○
「
県
庁
７
階
に
あ
る
社
会
保
険
福
祉

部
か
ら
で
す
。
過
払
い
金
が
10
年
分
で

４
万
円
あ
り
ま
す
。
携
帯
電
話
を
持
っ

て
コ
ン
ビ
ニ
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
ま

た
連
絡
し
ま
す
」
と
の
電
話
が
あ
っ
た
。

○
「
国
民
保
険
の
改
正
が
あ
り
医
療
費

を
10
年
遡
っ
て
返
金
す
る
事
に
な
り
ま

し
た
。
携
帯
電
話
を
持
っ
て
近
く
の
金

融
機
関
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
連

絡
し
ま
す
」
と
の
電
話
が
あ
り
、
誰
か

尋
ね
た
ら
「
県
庁
７
階
の
社
会
保
険
事

務
局
の
▲
▲
と
言
い
ま
す
」
と
名
乗
っ

た
。
不
審
に
思
っ
て
電
話
し
た
。

《
ア
ド
バ
イ
ス
》

◎
医
療
費
の
還
付
に
つ
い
て
は
、
※�

県
や
町
が
電
話
で
口
座
番
号
を
聞
き
出

す
こ
と

※
Ａ
Ｔ
Ｍ
へ
行
く
よ
う
指
示
す
る
こ
と

は
絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
。

県
庁
を
名
乗
る
不
審
な
電
話
？

～
ま
た
発
生
！　

医
療
費
の
還
付
金
～

見守り新鮮
情報 9月号

◎
不
安
や
疑
問
に
思
っ
た
ら
、

　

上
益
城
５
町
消
費
生
活
相
談
室
へ

【
相
談
日
時
】

月
曜 

益
城
町 

☎
２
８
６－

３
１
１
１

火
曜 

御
船
町 

☎
２
８
２－

１
１
１
１

水
曜 

嘉
島
町 

☎
２
３
７－

１
１
１
２

木
曜 

甲
佐
町 

☎
２
３
４－

３
２
２
３

金
曜 

山
都
町

　
　
☎
０
９
６
７－

７
２－

３
１
３
３

　
（
祝
祭
日
及
び
年
末
年
始
を
除
く
）

【
相
談
時
間
】
午
前
９
時
～
午
後
４
時

（
正
午
～
午
後
１
時
を
除
く
）
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か
ら
だ
の
学
習
会

国
民
健
康
保
険

　

国
保
特
定
健
診
（
８
月
31
日
～
９
月

５
日
）受
診
の
方
を
対
象
に
開
催
し
ま
す
。

　

健
康
は
繰
り
返
し
行
う
生
活
の
中
で

つ
く
ら
れ
る
も
の
で
す
。
特
定
健
診
の

結
果
を
読
み
取
る
こ
と
は
自
分
の
か
ら

だ
が
ど
の
よ
う
な
状
態
な
の
か
を
確
認

す
る
と
と
も
に
、
生
活
習
慣
病
治
療
中

の
方
は
、
治
療
の
効
果
を
確
認
す
る
絶

好
の
機
会
と
な
り
ま
す
。

　

か
ら
だ
の
学
習
会
で
は
、
か
ら
だ
が

出
し
た
サ
イ
ン
を
読
み
取
る
こ
と
を
目

指
し
ま
す
。
特
定
健
診
を
受
診
さ
れ
た

方
は
是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

※�

平
成
26
年
度
国
保
特
定
健
診
の
結
果

は
『
か
ら
だ
の
学
習
会
』
当
日
に
お

渡
し
し
ま
す
。

★
当
日
参
加
で
き
な
い
方
へ

　
「
予
定
日
以
外
の
方
」
の
日
に
ご
参

加
く
だ
さ
い
。
ど
の
日
程
に
も
参
加
で

き
な
い
方
は
、
事
前
連
絡
の
う
え
嘉
島

町
国
民
健
康
保
険
（
役
場
町
民
課
保
健

係
）
窓
口
で
健
診
結
果
の
受
け
取
り
を

お
願
い
し
ま
す
。
結
果
を
受
け
取
ら
れ

て
い
な
い
方
へ
は
直
接
ご
連
絡
さ
せ
て

い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　
　

嘉
島
町
国
民
健
康
保
険

　
　
　

	

（
役
場
町
民
課
保
健
係
）

２
３
７－

２
５
７
４

　

嘉
島
町
で
は
、
国
民
健
康
保
険

（
国
保
）
の
医
療
費
が
年
々
伸
び
続

け
て
お
り
、
国
保
特
別
会
計
の
財
政

を
圧
迫
し
て
い
ま
す
。

　

医
療
費
が
伸
び
続
け
て
い
る
主
な

要
因
と
し
て
、
加
入
者
の
高
齢
化
が

挙
げ
ら
れ
ま
す
。
国
保
加
入
者
の
う

ち
、
医
療
機
関
の
受
診
機
会
が
増
え

る
60
歳
以
上
の
加
入
者
の
割
合
が
増

加
し
て
お
り
、
医
療
費
の
伸
び
に
つ

な
が
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

平
成
22
年
度
以
降
、
国
保
特
別
会

計
は
国
保
税
収
だ
け
で
は
財
源
が
足

り
ず
、
４
年
連
続
で
赤
字
が
続
い
て

お
り
、
不
測
の
事
態
に
備
え
て
積
み

立
て
て
い
た
基
金
を
取
り
崩
す
こ
と

に
よ
り
財
源
を
補
っ
て
運
営
し
て
い

る
状
況
で
す
。

　

平
成
21
年
度
末
に
約
２
億
５
千
万

円
あ
っ
た
基
金
残
高
は
、
平
成
25
年

度
末
に
は
約
８
千
万
円
ま
で
減
少
し

て
お
り
、
こ
の
ま
ま
で
は
数
年
の
う

ち
に
底
を
つ
い
て
し
ま
い
、
国
保
の

健
全
な
運
営
が
で
き
な
く
な
っ
て
し

ま
う
可
能
性
が
高
く
、
国
民
健
康
保

険
税
率
の
改
正
は
避
け
ら
れ
な
い
状

況
で
す
。

対象となる区 日　　程 会　　場
上島

10 月 1 日（水）
 9：30～11：30

嘉島町 
保健センター 

（町民会館内）

三郎無田・井寺・西村 13：30～15：30
予定日以外の方

10 月 2 日（木）
 9：30～11：30

上六嘉 13：30～15：30
鯰 10 月 3 日（金） 14：00～16：00
北甘木

10 月 7 日（火）
 9：30～11：30

滝河原・予定日以外の方 13：30～15：30
下六嘉

10 月 8 日（水）
 9：30～11：30

高田・上仲間・下仲間・犬渕 13：30～15：30

◆
か
ら
だ
の
学
習
日
程
表

※�

当
日
は
筆
記
用
具
（
必
要
な
方
は
メ

ガ
ネ
）
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

赤
字
続
き
の
国
民
健
康
保
険

健
全
運
営
へ
税
率
改
正
検
討

　

現
在
、
税
率
改
正
に
よ
る
１
人
当

た
り
の
国
保
税
額
へ
の
影
響
を
試
算

す
る
な
ど
、
来
年
度
か
ら
の
税
率
改

正
に
向
け
て
検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。

�【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　
　

嘉
島
町
国
民
健
康
保
険

　
　
　
（
役
場
町
民
課
保
健
係
）

☎
２
３
７－

２
５
７
４

250,000

200,000

 150,000

100,000

50,000

Ｈ21年度 Ｈ22年度 Ｈ23年度 Ｈ24年度 Ｈ25年度

基金残高 （単位：千円）
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「メタボリックシンドローム（以下メタボ）の危険性が高い」 と判定された方

特定保健指導を受けませんか？
　メタボとは腹部の内臓周囲に脂肪がたくさんついていて、さらに高血圧・高
血糖・脂質異常の検査項目が 2 つ以上重なっている状態です。このように内
臓脂肪が蓄積している状態は高血圧・高血糖・脂質異常をさらに進め、動脈硬
化を進行させます。
　「私はちょっと検査値が高いけど、まだ治療するほどじゃないから大丈夫！」 と思って
いる方こそ注意が必要です。「少し高いだけ」という項目が複数あると、項目が増えるごとに急
に動脈硬化を進めるスピードが上がります。そして動脈硬化が進み、血管が傷む（壊れる）こ
とが原因で起こる脳梗塞や心筋梗塞などの危険性も高くなる可能性があります。しかし、動脈
硬化はかなり症状が進んでいても、自覚症状がないことが特徴で、気づいた時は病気が重症化
していたり、脳梗塞や心筋梗塞をいきなり発症することもあり、救命できたとしても高度医療

（人工透析など）や介護が必要となる場合が多くなります。
　皆さまに受診頂きました『特定健診』では、メタボやその予備群となった人を早期発見する
ことができます。その結果、メタボの危険度が高いと判定された方は、メタボの予防・解消に
取り組み、病気を予防する必要があります。そのため手助けをするのが特定保健指導です。

　特定保健指導とは保健師や管理栄養士などの専門家の支援を 3 ヶ月以上受け、生活習慣の改
善に取り組み、メタボ解消を目指します。支援は面接と電話・FAX、メールなどを併せて行う
個人支援です。対象となられた方は、自分やご家族のためにもぜひ特定保健指導に参加し、健
康づくりに取り組みましょう。

内臓脂肪がたくさんついているとどうなるの？

中性脂肪が上がる、血圧を上げるホルモン・血糖値を上げるホルモンが出る

内臓脂肪

動脈硬化が進行する

心筋梗塞・狭心症
→ 突然死・再発作

脳血管疾患
（脳梗塞・脳出血）

→ 突然死・後遺症

糖尿病の合併症
・糖尿病性網膜症 → 失明
・糖尿病性腎症　 → 人工透析
・糖尿病性神経障害
　　　　　　　→ 足の切断
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農業者年金
知って得する知って得する

女性農業者の
皆さんご存じですか？

Ｑ：Ｑ：農業者年金はどのような仕組みになっていますか？
Ａ：

　農業者年金は、加入者自らが支払った保険料が将来の自らの年金給付に使われる積立方式の年金で
す。また、保険料とその運用益により将来受け取る年金額が事後的に決まる確定拠出型の仕組みです。
「積立方式・確定拠出型」の農業者年金制度は、加入者や受給者の方の数がどのように変化しても、その
影響を受けない財政的に安定した制度ですので、少子高齢時代でも安心してご加入いただけます。
　保険料の額は月額２万～６万７千円の間で千円単位で選択でき、途中で自由に増減させることもで
きます。年金は、生きている間必ず決まった金額が支払われる終身年金です。また、仮に80歳よりも前
に亡くなった場合でも、80歳までの農業者高齢年金の現在価値に相当する金額は、死亡一時金として
ご遺族に支給されます。

少子高齢時代でも安定し、安心して加入できる
積立方式・確定拠出型の年金です！

農業者年金には、①国民年金の第１号被保険者で、②年間60日以上農業に従事する、③60歳未満の方ならどなたでも加入できます。

●農業者年金に関するご相談については、最寄りのＪＡか農業委員会または農業者年金基金にお問い合わせください。

独立行政法人

農業者年金基金
〒105-8010　東京都港区西新橋1-6-21　NBF虎ノ門ビル５Ｆ
電話：03（3502）3942　FAX：03（3592）2660

h t t p : / /www . n ounen . g o . j p /

No.2

一人ひとりの農業者を応援する農業者年金に加入しましょう！

※この試算は、65歳までの付利利率が 2.30％、65歳以降の予定利率が 1.40％となった場合の試算です。
　付利利率 2.30％は農業者年金において期待される運用収益をもとに設定した率、予定利率 1.40％は農林水産省告示
　（H23.4.1 施行）により定められている率です。

農業者年金の支給額の試算

加入年齢 納付期間
保険料月額2万円の場合 保険料月額3万円の場合

男　性 女　性 男　性 女　性

20歳 40年 89万円 77万円 134万円 116万円

30歳 30年 59万円 51万円 88万円 76万円

40歳 20年 35万円 30万円 52万円 45万円

50歳 10年 15万円 13万円 23万円 20万円
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農業者年金
知って得する知って得する

女性農業者の
皆さんご存じですか？

Ｑ：Ｑ：農業者年金はどのような仕組みになっていますか？
Ａ：

　農業者年金は、加入者自らが支払った保険料が将来の自らの年金給付に使われる積立方式の年金で
す。また、保険料とその運用益により将来受け取る年金額が事後的に決まる確定拠出型の仕組みです。
「積立方式・確定拠出型」の農業者年金制度は、加入者や受給者の方の数がどのように変化しても、その
影響を受けない財政的に安定した制度ですので、少子高齢時代でも安心してご加入いただけます。
　保険料の額は月額２万～６万７千円の間で千円単位で選択でき、途中で自由に増減させることもで
きます。年金は、生きている間必ず決まった金額が支払われる終身年金です。また、仮に80歳よりも前
に亡くなった場合でも、80歳までの農業者高齢年金の現在価値に相当する金額は、死亡一時金として
ご遺族に支給されます。

少子高齢時代でも安定し、安心して加入できる
積立方式・確定拠出型の年金です！

農業者年金には、①国民年金の第１号被保険者で、②年間60日以上農業に従事する、③60歳未満の方ならどなたでも加入できます。

●農業者年金に関するご相談については、最寄りのＪＡか農業委員会または農業者年金基金にお問い合わせください。

独立行政法人

農業者年金基金
〒105-8010　東京都港区西新橋1-6-21　NBF虎ノ門ビル５Ｆ
電話：03（3502）3942　FAX：03（3592）2660

h t t p : / /www . n ounen . g o . j p /

No.2

一人ひとりの農業者を応援する農業者年金に加入しましょう！

※この試算は、65歳までの付利利率が 2.30％、65歳以降の予定利率が 1.40％となった場合の試算です。
　付利利率 2.30％は農業者年金において期待される運用収益をもとに設定した率、予定利率 1.40％は農林水産省告示
　（H23.4.1 施行）により定められている率です。

☎ 
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−
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み
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な
で
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ろ
う
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連
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）

　

交
通
事
故
７
件
増

　

刑
法
犯
大
幅
減
少（前

年
同
月
比
）

　

嘉
島
町
内
で
の
7
月
の
交
通
事
故
発

生
件
数
は
64
件
。
前
年
同
月
に
比
べ
て

7
件
増
え
ま
し
た
。

　

刑
法
犯
は
、
万
引
き
（
3
件
）
が
前

年
度
同
月
比
15
件
減
、
乗
り
物
盗
（
自

転
車
盗
3
件
、
オ
ー
ト
バ
イ
盗
な
し
）

が
同
13
件
減
と
大
幅
に
減
少
し
ま
し
た
。

9 月 の 納 税 等 10 月 の納税等 夜 の 税 務 相 談
固定資産税   ③期
国民健康保険税
後期高齢者医療保険料 } ⑤期
介護保険料
保　育　料   9月分
下水道使用料   8月分
納期限日（口座振替日）
　　平成26年９月30日（火）

町県民税   ③期
国民健康保険税
後期高齢者医療保険料 } ⑥期
介護保険料
保　育　料   10月分
下水道使用料   9月分
納期限日（口座振替日）
　　平成26年10月31日（金）

毎月第２・第４水曜日
午後６時～午後８時

9月 24日
10月8日

※ 取扱金融機関・・・上益城農協、肥後銀行、ゆうちょ銀行、熊本銀行、九州労働金庫、
　　　　　　　　 　　熊本第一信用金庫の各店舗。
※ 領収は、通帳によりご確認下さい。　“納税であなたが築く豊かな郷土”

町税務課員が対応します。
☎ 237−2639（直通）

○交通事故・刑法犯の発生状況　　（件数）・平成 26 年 7 月末現在

交通事故 刑 法 犯

け
が

（有）

け
が

（無）

空
き
巣

自
販
機

狙
い

万
引
き

車
上
狙
い

乗り物盗
オート
バイ盗

自転
車盗

嘉
島
町

H26.7 2 62 1 0 3 2 0 3

H26 累計 50 394 2 1 16 8 1 7

前年比 +3 +4 －1 ± 0 －15 +1 － 5 － 8

御
船
署
管
内

（
御
船
・
益
城
・

嘉
島
・
甲
佐
）

H26.7 15 174 4 0 3 4 0 5

H26 累計 136 1162 12 1 21 28 3 17

前年比 －32 －18 － 3 ± 0 － 23 +9 －13 －15

地
域
安
全
ニ
ュ
ー
ス

警察への相談電話は、「♯ 9110」へ
　　　　　　　　　（プッシュ回線）相談窓口

　警察の窓口での直接
相談、電話での相談ど
ちらでも結構です。
　緊急の事件・事故の
場 合 は、「 ♯ 9110」
を利用せず、110 番
通報をお願いします。

　

警
察
で
は
、
防
犯
や
交
通
に
関

す
る
こ
と
、
暴
力
団
な
ど
に
関
す

る
こ
と
、
家
庭
内
の
暴
力
や
子
ど

も
の
非
行
に
関
す
る
こ
と
、ス
ト
ー

カ
ー
・
D
V
に
関
す
る
こ
と
、
事

件
や
事
故
に
関
す
る
こ
と
、
鉄
砲

の
許
可
行
政
に
関
す
る
こ
と
な
ど
、

悩
み
や
不
安
を
感
じ
て
い
る
方
々

の
ご
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

　

警
察（
警
察
安
全
相
談
室
）へ
の

相
談
電
話
は
、
プ
ッ
シ
ュ
回
線
の

場
合
「
♯
9
1
1
0
」、
ダ
イ
ヤ
ル

回
線
の
場
合
「
0
9
6

−

3
8
3

−
9
1
1
0
」
へ
お
か
け
く
だ
さ
い
。

　

御
船
警
察
署
へ
の
相
談
電
話
は
、

「
0
9
6

−

2
8
2

−

1
1
1
0
」

へ
お
か
け
く
だ
さ
い
。

警察安全相談室 096−383−9110 プッシュホンからは♯9110
犯罪被害者支援室 096−381−0110 （内線 2193 ～ 2195）
くまもと被害者支援センター 096−386−1033
レディース110 番（性犯罪相談電話） 096−384−1254 フリーダイヤル 0120−8343−81
けん銃・覚せい剤相談電話 096−384−4444 フリーダイヤル 0120−10−3774
振り込め詐欺相談ホットライン 096−381−2567
肥後っ子テレホン（少年問題相談電話） 096−384−4976 フリーダイヤル 0120−02−4976
悪質商法 110 番 096−385−1110
暴力追放相談電話 096−384−0110
熊本県暴力追放運動推進センター 096−382−0333
道路交通情報案内（道路交通情報センター） 050−3369−6643
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人 権 の 重 要 課 題 の 現 状 等

女 性 の 人 権 　 
現 状

　性差別意識や固定的な性別役割分担意識は、セクシュアル・ハラスメントやストーカー行為、
夫やパートナーからの暴力（ドメスティック・バイオレンス）、性犯罪など、女性に対する暴
力や人権侵害につながっていると言われています。
　また、女性の社会進出や男女それぞれの幅広い生き方の選択も妨げています。

◦性差別意識や固定的な性別役割分担意識の解消
◦DV 被害者の保護と自立支援のための取組みや DV 加害者に対するケア
◦仕事と家庭・地域生活の両立支援
◦政策・方針決定の場への女性の参画の拡大
◦女性特有の様々な悩みに対応した支援策の充実　　　など

課 題

子 ど も の 人 権 　 　
現 状

　少子化の進行、家庭や地域の子育て力の低下など、子どもを取り巻く環境が大きく変化す
る中、家庭においては、子育ての負担に伴う育児不安や育児ストレスの増大等により、児童
虐待事案の増加につながっています。
　また、学校においては、いじめや不登校、中途退学などの問題が憂うべき状況にあります。

◦児童相談所の体制充実や福祉・医療・教育・警察など関係機関による支援
◦いじめや不登校、中途退学などの問題解決に向けた指導・支援体制の充実
◦民生委員・児童委員など子どもの人権問題に対する指導者の資質向上
◦子どもの健全な成長を支えるための体制の充実　　　など

課 題

高 齢 者 の 人 権 　 　
現 状

　高齢化が急速に進展する中、養護者や養介護施設従事者等による高齢者への虐待事例が確
認されています。
　また、高齢者のまわりには、意識面などをはじめとする様々な障壁が存在しており、高齢
者の自立と社会的活動への参加が阻まれている状況にあります。

◦認知症対策への取組みや高齢者虐待防止の啓発
◦「シルバー 110 番」などの相談事業への着実な取組み
◦成年後見制度の普及や地域福祉権利擁護センターの充実
◦やさしいまちづくりの推進
◦就労に関する支援　　　など

課 題

（熊本県人権教育・啓発基本計画より）



広報かしま 2014.9

23

　
「
部
落
差
別
を
は
じ
め
、
あ
ら

ゆ
る
差
別
を
な
く
す
」
を
テ
ー
マ

に
し
た
平
成
26
年
度
の
嘉
島
町
人

権
教
育
研
究
会
は
７
月
30
日
、
町

民
会
館
で
開
か
れ
、
町
内
の
幼
稚

園
、
保
育
園
、
小
・
中
学
校
の
先

生
た
ち
約
70
人
が
参
加
、
熱
心
に

学
び
ま
し
た
。

　

町
教
委
と
町
人
権
教
育
推
進
協

議
会
の
主
催
。
協
議
会
長
の
工
藤

教
育
長
と
協
議
会
学
校
教
育
部
会

長
の
田
村
紀
広
嘉
島
東
小
校
長
が
、

差
別
や
い
じ
め
の
早
期
発
見
・
早

期
対
応
の
取
り
組
み
や
人
権
教
育

の
重
要
性
を
ア
ピ
ー
ル
。
嘉
島
中

の
農
山
幸
雄
先
生
は
、
差
別
事

案
が
絶
え
ず
、
経
済
的
事
情
な
ど

で
厳
し
さ
を
増
す
子
ど
も
た
ち
の

人
権
問
題
の

　
　
　
正
し
い
理
解
の
た
め
に

〔その270〕

「
人
と
の
つ
な
が
り
を
求
め
て
」

　

７
月
末
に
長
崎
県
の
佐
世
保
市

で
起
き
た
高
校
生
の
殺
害
事
件
は
、

日
本
全
国
に
大
き
な
驚
き
と
衝
撃

を
与
え
ま
し
た
。

　

こ
の
事
件
を
巡
っ
て
は
、
加
害

者
の
精
神
状
態
や
家
庭
で
の
く
ら

し
な
ど
も
取
り
ざ
た
さ
れ
て
い
ま

し
た
が
、
こ
う
な
る
前
に
、
そ
の

子
と
も
っ
と
つ
な
が
れ
る
子
ど
も

は
い
な
か
っ
た
の
か
、
そ
ん
な
こ

と
を
つ
い
考
え
て
し
ま
い
ま
す
。

　

今
、
人
権
に
関
し
て
子
ど
も
た

ち
を
取
り
巻
く
状
況
は
と
て
も
厳

し
い
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。
子

ど
も
同
士
の
い
じ
め
に
よ
る
不

登
校
や
自
殺
の
問
題
。
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
や
携
帯
電
話
で
の
出
会
い

を
き
っ
か
け
に
し
た
暴
行
や
殺
人
。

育
児
放
棄
や
幼
児
虐
待
な
ど
の
暴

行
。
こ
の
よ
う
な
事
件
が
毎
日
の

よ
う
に
報
道
さ
れ
、
心
を
痛
め
ま

す
が
、
ど
れ
も
事
件
の
背
景
を
考

え
た
と
き
「
人
と
人
と
の
つ
な
が

り
」
が
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
浮
か

ん
で
き
ま
す
。

　
「
い
じ
め
ら
れ
て
い
る
ぼ
く
を

見
て
い
る
周
り
の
人
の
目
が
一

番
い
や
だ
っ
た
で
す
。｣�

こ
れ
は
、

い
じ
め
に
あ
っ
て
い
た
あ
る
子
ど

も
の
発
言
で
す
。

　

い
じ
め
を
す
る
側
が
い
け
な
い

の
は
当
た
り
前
で
す
が
、
き
つ
い

立
場
に
い
る
子
ど
も
に
寄
り
添
い

一
緒
に
立
ち
向
か
う
仲
間
の
存
在

が
い
か
に
大
き
い
か
を
感
じ
ま
す
。

そ
こ
に
、
子
ど
も
同
士
の
「
つ
な

が
り
」
は
あ
っ
た
の
か
。
携
帯
電

話
を
片
時
も
離
さ
ず
、
画
面
に
向

き
合
っ
て
い
る
子
ど
も
た
ち
。
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
サ
イ
ト
な
ど
を
通
じ

て
の
関
係
に
す
が
っ
て
生
き
て
い

る
子
ど
も
た
ち
の
「
つ
な
が
り
」
は
、

ど
れ
だ
け
薄
い
も
の
か
。
さ
ら
に
、

ま
る
で
心
を
失
っ
た
か
の
よ
う
に

我
が
子
を
傷
つ
け
る
大
人
た
ち
。

み
ん
な
同
じ
よ
う
な
経
験
を
す
る

子
育
て
の
悩
み
を
打
ち
明
け
た
り
、

虐
待
を
止
め
ら
れ
る
よ
う
な
「
つ

な
が
り
」
は
な
か
っ
た
の
か
。

　

便
利
で
豊
か
に
な
っ
た
私
た
ち

の
生
活
の
中
で
、
そ
の
豊
か
さ
と

は
逆
行
す
る
よ
う
に
希
薄
に
な
っ

て
い
く
人
間
関
係
が
「
つ
な
が
り
」

を
切
っ
て
い
ま
す
。
今
こ
そ
、
あ

た
た
か
く
強
い
つ
な
が
り
を
作
る

こ
と
を
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

吉田 文男さん

吉
田
さ
ん
の
話
に
熱
心
に
聴
き
入
る
先
生
た
ち

「
子
ど
も
の
自
己
実
現
に

 

向
か
う
土
台
づ
く
り
は
」

嘉
島
町
人
権
教
育
研
究
会

進
路
を
取
り
巻
く
社
会
の
状
況
な

ど
を
踏
ま
え
て
、「
嘉
島
町
の
子

ど
も
の
自
己
実
現
に
向
か
う
土
台

づ
く
り
は
、
私
た
ち
教
職
員
の
人

権
・
部
落
問
題
意
識
と
、
実
践
や

取
り
組
み
の
創
造
に
か
か
っ
て
い

ま
す
」
と
基
調
提
案
を
し
ま
し
た
。

　　

来
民
開
拓
団
の
悲
劇

　
　

背
景
に
「
融
和
政
策
」

　

こ
の
後
、
元
高
校
教
諭
で
熊
本

県
人
権
教
育
研
究
協
議
会
事
務
局

次
長
の
吉
田
文
男
さ
ん
が
「
来
民

開
拓
団
の
真
相
に
学
ぶ
」
と
題
し

て
講
演
。
来
民
開
拓
団
は
現
山
鹿

市
来
民
町
か
ら
中
国
東
北
部
に
入

植
。
終
戦
直
後
に
１
人
の
伝
令
を

残
し
て
２
７
６
人
全
員
が
集
団
自

決
し
ま
し
た
。
そ
の
悲
劇
の
背
景

に
は
部
落
の
人
た
ち
を
ふ
る
さ
と

か
ら
隔
離
す
る
当
時
の
「
融
和
政

策
」
が
あ
り
、「
子
ど
も
の
代
に

な
っ
た
ら
、
同
じ
よ
う
な
苦
労
は

さ
せ
た
く
な
か
と
い
う
思
い
は
夫

婦
二
人
と
も
あ
り
ま
し
た
。
こ
の

思
い
が
私
た
ち
を
満
州
に
行
か
せ

た
の
で
す
」
と
い
う
入
植
者
の
証

言
な
ど
を
紹
介
。「
犠
牲
に
な
っ

た
人
た
ち
は
同
和
問
題
の
犠
牲

者
」
と
吉
田
さ
ん
は
話
し
ま
し
た
。

　

講
演
後
は
、
３
つ
の
分
科
会
に

分
か
れ
、
小
中
学
校
や
幼
稚
園
で

の
実
践
を
報
告
。「
共
生
の
教
育
」

「
進
路
保
障
」「
い
の
ち
と
く
ら
し
」

な
ど
を
テ
ー
マ
に
討
議
を
深
め
ま

し
た
。
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「くまもと食で育む命・絆・夢プラン」に沿って

食育推進シリーズ

いろどり鮮やか♪ 栄養たっぷり♪

白身魚のソテーマリネ
〈材料〉 （2 人分）
白身魚（切り身） 2 切れ
トマト 1/4 個
キュウリ 1/2 本
玉ねぎ 1/8 個
レタス 2 枚
白いりごま 少々
ワインビネガー 25㏄

（または酢）
サラダ油 小さじ 1 弱
塩 小さじ 1/8
こしょう 少々

A

①  白身魚は、1 切れを 3 つに切り、塩、コ
ショウ各少々（分量外）をふる。

②  トマトは種を除き、きゅうりとともに 5
㎜角に切る。玉ねぎはみじん切りにし、
水にさらして水気を切る。

③  ボウルに A、②を入れて混ぜ合わせる。
④  レタスは千切りにする。
⑤  フライパンに油少々（分量外）を中火で

熱し、①の両面を焼く。熱いうちに③に
入れ、冷まして味をなじませる。④を敷
いた器に盛り、ゴマをふる。

（エネルギー 184kcal、塩分 1.0g）

味はさっぱりしているのに野菜がたっぷり入っている
ので、お腹もたまります♪白身魚を鶏肉や豚肉に変え
てもおいしいですよ♪
下記のみそスープもコンソメ味にしがちな具材ですが、
みそ味も合います。是非、お試しください !!

ごぼうと大豆のみそスープ
〈材料〉 （2 人分）
ごぼう 8㎝
ゆで大豆 40g
玉ねぎ 1/6 個
にんじん 1/6 個
ベーコン 10g
だし汁 1・1/2 カップ
青ネギ 1 本
七味トウガラシ 適量
サラダ油 小さじ 3/4
みそ 大さじ 1

①  ごぼうはたわしで洗い、1㎝長さの半月切
りにし、玉ねぎは 5㎜角に切り、人参は
皮をむいて 1㎝幅に切り、ベーコンは 1
㎝幅に切る。

②  鍋にサラダ油を熱して、ベーコンをいた
め、油が出たら、ごぼう、大豆を加えて
よく炒める。

③  ②に玉ねぎを加えて炒め、だし汁を入れ
て煮立て、あくを除いたらやわらかくな
るまで中火で 15 分ほど煮る。

④  ③にみそを溶き入れ、青ネギを加えて器
に盛り、七味トウガラシをふる。

（エネルギー 115kcal、塩分 1.2g）

☝今夜のおかずにもう一品♪

嘉島町食生活改善推進員協議会
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Coming to Kashima ！
　Hello� everyone!� My� name� is� Charlotte�
Delautre,�and�I�come�from�America.� I’m�very�
happy�to�be�in�Kashima!�I’ve�visited�Japan�once�
before,�about�two�years�ago.�I�studied�at�Kanda�
University�of�International�Studies�in�Chiba�for�
four� months,� focusing� on� Japanese� language�
and�anthropology.�I�love�studying�Japanese�and�
other�foreign�languages.�I�am�fluent�in�French�
and�hope�to�be�fluent�in�Japanese�too!�
　The� last� time� I� visited� Japan,� I� spent� a� lot�
of� time� in� Chiba� and� Tokyo� which� are� very�
different� from� Kashima.� I’m� so� glad� I� get� to�
experience�a�new�part�of�Japan�and�Japanese�
culture!� I� really� want� to� try� Kumamoto-style�
ramen� and,� even� though� there� are� a� lot� of�
horses� in�my� hometown,� I� think� I�might� like�
to�try�Basashi�as�well!�Since�Kashima�has�such�
beautiful�mountains,�I�would�like�to�go�hiking.�
There�are�lots�of�things�I�want�to�do�here!
　Last� week� I� spent� three� days� in� Kumamo
to�City� for�orientation.� I� really�enjoyed�shopp
ing� with� some� of� the� new� friends� I’ve�made�
and�exploring�the�city.�My�hometown�has�both�
country�and�urban�parts,�so�I�feel�really�lucky�
to�be�in�Kashima.�I�get�to�live�in�the�beautiful�
countryside,�but�the�city�is�also�so�close!�
　I’ve�met� so� many� nice� people� already� and�
have�even� learned�a� little�Kumamoto-ben!�I’m�
looking�forward�to�when�school�starts�and�I�will�
begin�teaching�English.�I�can’t�wait�to�meet�a�
lot�of�you!

嘉島町へやってきました！
　皆さんこんにちは！私の名前は、シャーロッ
ト・デロトレです。アメリカからやって来ました。
嘉島町に来ることができて嬉しいです！２年程前
に４カ月間、千葉県の神田外語大学へ留学し勉強
していました。アメリカの大学では、日本語と人
類学を専攻していました。日本語と他の外国語の
勉強が大好きです。フランス語が得意で、これか
ら日本語もペラペラになりたいです！
　以前日本に来た時、千葉と東京によくいました
が、嘉島町とは全然違います。これから、嘉島町
の文化を知っていくことが楽しみです！私は、熊
本ラーメンに挑戦してみたいです。アメリカの地
元にもたくさん馬がいるのですが、馬刺しも食べ

てみたいと思います！たくさん綺麗な山があるの
で、ハイキングもしたいです。嘉島町でたくさん
たくさんやってみたいことがあります！
　先週、オリエンテーションのため、３日間熊本
市へ行きました。そこで新しくできた友達と買い
物をしたり、熊本市内を探検したり、楽しかった
です！嘉島町は、熊本市内にも近く、田園地帯と
中心街の両方があるので、素晴らしいです。
　優しい人にもたくさん会って、熊本弁を少し習
いました！もうすぐ学校が始まるので、嘉島町の
生徒たちに会えること、英語を教えることを楽し
みにしています！

よろしく !　皆さんはじめまして。
アメリカのケンタッキー州から参りました。
これからお世話になります。嘉島町で働く
のが楽しみです。ニューヨーク州のヴァッ
サー大学で勉強、今年５月に卒業しました。
日本での目的は、たくさん日本語を勉強す
ることです。趣味は、物語を書くこと、絵
を描くこと、劇をすること。編み物とヨー
ガも好きです。よろしくお願いします。

Charlotte Delautre
シャーロット・デロトレ
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 早
そうこう

行星
ほし

尚
な

お在
あ

り

田中　英治さん
（高田）

岡部ぬい子さん
（鯰）

和
泉
　
照
美
さ
ん
（
上
仲
間
）

一
人
居
の
友
の
入
院
長
び
け
り
雨
に
打
た
る
る
紫
陽
花
の
花	

稲
井
千
代
乃

裏
山
の
今
年
の
竹
が
葉
を
広
げ
風
に
揺
れ
お
り
明
日
は
七
夕	

北
澤
喜
美
子

徳
富
館
に
咲
き
溢
れ
ゐ
し
カ
タ
ル
パ
の
花
は
盛
り
か
は
や
散
り
た
る
か	

栗
﨑
　
房
子

い
づ
こ
よ
り
入
り
来
た
る
か
青
蛙
座
敷
に
五
匹
撥
ね
て
は
撥
ね
る	

栗
﨑
　
廉
子

庭
に
咲
く
あ
じ
さ
い
の
花
に
目
を
そ
ら
す
客
と
の
会
話
つ
い
に
と
ぎ
れ
て	

工
藤
　
明
子

畦
ご
と
に
ゆ
ら
め
く
炎
立
つ
煙
嘉
島
平
野
の
麦
刈
り
終
わ
る
　	

境
　
　
益
代

山
田
日
吉
神
社
は
藤
の
花
の
頃
う
す
紫
の
藤
の
ト
ン
ネ
ル	

榊
原
レ
イ
子

な
が
き
一
日
漸
く
暮
れ
た
る
道
を
来
る
灯
り
つ
け
た
る
田
植
機
が
来
る	

立
石
　
史

お
て
も
や
ん
の
歌
ぢ
ゃ
あ
ら
ね
ど
庭
畑
の
茗
荷
の
花
の
は
な
ざ
ー
か
り
花
盛
り	

津
出
ト
ヨ
子

ゆ
つ
く
り
と
黒
雲
北
に
流
れ
ゆ
く
雲
に
聞
き
た
し
台
風
の
道	

三
池
　
淑
恵

ガ
ラ
ス
瓶
の
プ
ラ
ム
と
氷
砂
糖
と
が
ハ
ミ
ン
グ
し
て
い
る
日
曜
の
午
後	

本
住
　
晴
美
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今
年
の
か
し
ま
水
の
郷
ま
つ
り
は
、
台
風
12

号
の
接
近
で
中
止
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

町
民
の
皆
さ
ん
の
安
全
を
考
え
る
と
、
実
行
委

員
会
の
判
断
も
や
む
を
得
な
い
と
思
い
ま
す
。

た
だ
、
中
止
を
残
念
が
る
声
も
多
く
、
来
年
は

予
備
日
を
設
け
る
こ
と
も
考
え
な
け
れ
ば
、
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

広
島
市
で
は
大
規
模
な
土
砂
災
害
が
発
生
。

被
災
者
の
皆
様
に
は
心
か
ら
お
見
舞
い
申
し
上

げ
ま
す
。
被
災
地
は
新
興
住
宅
地
だ
っ
た
よ
う

で
、
宅
地
開
発
や
区
画
整
理
を
進
め
る
際
は
、

嘉
島
町
で
も
災
害
の
危
険
度
を
十
分
に
考
え
な

け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
い
ま
し
た
。

　

一
方
、
熊
本
も
日
照
不
足
で
、
農
作
物
や
経

済
へ
の
影
響
が
心
配
さ
れ
て
い
ま
す
。
天
候
が

回
復
し
影
響
が
最
小
限
に
と
ど
ま
る
こ
と
を
願

っ
て
い
ま
す
。

意

輪

大
倉　

清
司　

様
（
上
島
）

　
　
　

平
成
26
年
８
月
18
日
現
在

一　

般　

寄　

付

　

神
奈
川
県
の
川
島
幸
之
輔
様
よ

り
ご
寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。 ふ

る
さ
と
寄
付

8月の
　　 町長の動き

荒木町長談

� 1 日�・土地改良事業団体連合会九州協議会要請活動

�3 日�・第 30 回熊本県消防操法大会

�4 日�・課長会議

� ・熊本県後期高齢者医療広域連合来庁応対

� ・主要地方道小川嘉島線道路整備促進期成会総会

� ・熊本県財産審議会

� ・熊本県危機管理防災課来庁応対

�5 日�・熊本県町村会評議員会

�6 日�・㈱ハタノ立地協定調印式

� ・多良木町議会厚生文教委員先進地視察研修応対

� ・熊本県防犯協会連合会来庁応対

�7 日�・�熊本県農業会議第 91 回総会及び常任会議員互
選会

�8 日�・上益城消防組合管理者会議及び議会

11 日�・課長会議

12 日�・上益城広域連合正副連合長会議及び議会定例会

� ・嘉島町国民健康保険運営協議会

� ・広域農場構築に向けた意見交換会

15 日�・熊本県戦没者追悼式

18 日�・課長会議

� ・熊本～台湾高雄間チャーター便ツアー参加� �
�   ～ 21 日まで

22 日�・平成 25 年度決算審査監査委員報告応対

� ・嘉島町議会運営委員会

25 日�・課長会議

� ・市街化調整区域活性化連絡協議会

27 日�・�熊本中央広域事務協議会委員研修会
　　　～ 29 日まで

29 日�・熊本県町村会評議員会と知事との意見交換会

人口減少が進む中、これからの地方自治体の在り方をテーマ
に開かれた、県と県町村会の意見交換会。蒲島知事（右）と
県町村会長の荒木町長（左）

　

こ
の
た
び
、
左
記
の
方
よ
り
嘉

島
町
社
会
福
祉
協
議
会
に
「
地
域

福
祉
の
た
め
に
役
立
て
て
下
さ

い
。」
と
香
典
返
し
に
代
え
て
多

額
の
ご
寄
付
を
頂
き
ま
し
た
。

　

ご
芳
志
に
沿
う
よ
う
、
活
用
さ

せ
て
頂
き
ま
す
。
誠
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

西
岡　

ナ
ツ
ヱ
様
（
上
六
嘉
）

　
　
　

亡　

元
成　

様
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嘉島町の人口動態
平成26年８月31日現在

（前月比）

人   口 9,103 人　

　男　　 4,375 人　

　女　　 4,728 人

世帯数　 3,348 世帯　（＋ ３）

  

  

  

  
 
  

  

  
「すくすく笑顔」掲載希望者を募集しています。総務課広報係
に写真を持参いただくか、メールでご応募ください。メールの
場合は、写真を添付し、氏名、生年月日、コメントを入力のう
えsoumu@town.kashima.kumamoto.jpに送信してください。

 

ケンカするけど仲良し姉弟です♥
じぃじ、ばぁば、また遊んでね♪

ご両親：大塚 千彰さん・真梨さん（鯰）

広報かしま2014.9

「Ｌet’s enjoy 楽しんでいます」では元気に楽しみながら活動されるているグループや個人を
紹介します。掲載を希望される方は総務課広報係までご連絡ください。

― 28 ―

　
甲
子
園
球
場
で
は
高
校
球
児
の
気
迫

溢
れ
る
プ
レ
ー
に
熱
い
視
線
が
注
が
れ

ま
し
た
。
が
、
私
が
一
番
注
目
し
た
の
は
、

毎
日
毎
試
合
、
バ
ッ
ク
ネ
ッ
ト
裏
に
居

座
っ
た
黄
色
キ
ャ
ッ
プ
に
ボ
ー
ダ
ー
の

ラ
ガ
ー
シ
ャ
ツ
を
着
た
お
じ
さ
ん
。
毎

日
な
ら
ま
だ
し
も
、
試
合
ご
と
に
こ
ま

め
に
着
替
え
、
多
彩
な
バ
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
で
楽
し
ま
せ
て
く
れ
た
通
称
「
ラ
ガ
ー

さ
ん
」。
ネ
ッ
ト
裏
最
前
列
を
確
保
す
る

た
め
期
間
中
は
野
宿
だ
と
か
。
実
は
１

９
９
９
年
以
降
定
位
置
と
な
っ
た
席
で
、

ほ
ぼ
毎
試
合
観
戦
し
て
い
た
そ
う
で
す
。

私
も
そ
れ
く
ら
い
夢
中
に
な
る
も
の
を

見
つ
け
た
い
も
の
で
す
。 

（
係
）

　公民館講座「健康体操（シルバージャズ体操）」のみなさん。毎週金曜日に上島の松前記念館でジャ
ズ体操を行っています。竹田江津子先生の指導で、ストレッチを中心にリズムにあわせて無理のない動
作で、楽しく・シェイプアップ・ストレス解消をモットーに健康づくりに励んでいます。

大
塚
　梨
央
（
り
お
）
ち
ゃ
ん
（
右
）

平
成
22
年
11
月
23
日
生

　
　健
斗
（
け
ん
と
）
く
ん
（
左
）

平
成
24
年
４
月
13
日
生

9月 14日（日） のぐち皮ふ科医院（嘉島町）
  ☎２３７－４１１２
9月 15日（月・祭） 榊田外科医院（御船町）
  ☎２８２－６３６３
9月 21日（日） 泰泉堂牟田医院（御船町）
  ☎２８２－０２１６
9月 23日（火・祭）西村病院（嘉島町）
  ☎２３７－１５５１
9月 28日（日） 熊本回生会病院（嘉島町）
  ☎２３７－１１３３
10月 5日（日） 御船クリニック（御船町）
  ☎２８２－０１０６
 古閑整形外科胃腸科医院（御船町）
  ☎２８４－２０１０
10月 12日（日） 藤岡医院（御船町）
  ☎２８２－０４０５
10月 13日（月・祭） 大久保耳鼻咽喉科医院（御船町）
  ☎２８２－３９００

　（－ ３）

　（＋ 11）

　（＋ ８）


